




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　もしかすると、景けいはとても頭の良いい子供なのかもしれない。

　私は親なら誰もが一度は思うようなことを考え、首を振ってその考えを追い出した。確かに頭は良い、けれど、他の子より際立っているとか、一つ抜きん出ているとか、そこまでではない。

　ただ、今日の連絡帳──景が保育園から持って帰ってきた──に書かれていたことは、とちらりとその内容を読み返す。

　景の通っている保育園は、毎日保育士がその日にあったことや子供の様子を連絡帳に書き、事細かに様子を知らせてくれる。そのきめ細やかな仕組みが気に入って、ここへの入園を決めたくらいだ。特に、景を見てくれている石いし川かわ雪ゆきという保育士は丁寧に連絡帳を書いてくれるタイプの先生で、毎日読むのが楽しみだった。

　今日、景の連絡帳に書かれていたのはこんな文章だった。




『景ちゃんはとても優しく、リーダーシップのある子です。景ちゃんのお陰でずっと仲が悪かった市いち川かわくんと武たけ井いくんが仲良くなることが出来ました！　譲り合う心の素晴らしさを教えてくれたムードメーカーの景ちゃん本当にありがとう。先生も見習わないといけないなーと思うことばっかりです。景ちゃんはおゆうぎ会がすっごく楽しみみたいです。景ちゃんの劇、私もすごく楽しみです！』




　後半は石川先生らしいテンションが高くて微ほほ笑えましい言葉だったが、気になったのは前半だった。

　譲り合う心の大切さを教えて、仲が悪かった園児を仲良くさせる？　リーダーシップがある？　先生も見習わないといけない？

　そんなことが、たかだか五歳の子供に出来ることなのだろうか。

　たとえ石川先生の多少のお世辞、リップサービスがあったとしても、こんなことを書かれる園児なんているのだろうか？

　家にいる時の景は、そんな風にリーダーシップを発揮するところなんてない。目立ってみんなのことを従わせたり、仕切ったりするガキ大将っぽい面が、あんまり思い浮かべられない。家の中で見るような側面ではないとは分かっているが、そのギャップに違和感を覚える。

　ちらりと視線を向けると、景は積み木で遊んでいた。

　彼女の積み木の遊び方は独特だった。子供といえばとりあえず積み上げてみたり、自分の好きなものを見み様よう見み真ま似ねで作ってみたりとそういう遊び方をするものだと思っていたけれど、景は積み木の箱に描かれた城や動物の像をそっくりそのまま再現して遊んでいた。

　箱に描かれたサンプルの作品は、玩具をデザインした大人が組み上げたものだ。当然、子供には似つかわしくないくらい複雑で整っている。それを、景は買ってもらってすぐに再現してみせた。

　そして、それ以外のものは作らなかった。毎回同じ城を作り、作っては崩し、また作った。景が組み上げる速度は上がり、手つきは洗練されていったけれど、それが正しい遊び方なのかは分からなかった。

　景の様子をじっと見ているうちに、積み木の城がみるみる出来上がっていった。景の顔つきは真剣だったが、同時につまらなそうでもあった。こういう時、景は酷ひどく大人びた表情をしているように見えた。それすら、私が勝手にそう感じているだけなのかもしれないが。

「お母さんどうしたの？」

　積み木の城が出来上がるのと、景がそう言って振り向くのは同時だった。

　私が何かを言うより先に、景はパッと立ち上がって駆け寄ってきた。お腹の辺りに景の小さな頭がぽすんと当たり、あっという間に景が懐に収まってしまう。それだけで、心がふわっと明るくなる。

「お母さん遊ぼー。一緒に積み木するの」

「でも、景ちゃん積み木得意でしょ？　お母さんの方が上う手まく出来ないよー」

「そんなことないよー」

　景がけらけらと楽しそうに笑う。

「景ちゃん、保育園楽しい？」

「楽しいよ！　すっごく楽しい！」

「そう。それならお母さんも嬉うれしいんだけど」

　累は景のサラサラとした髪の毛を撫なでながら尋ねる。

「今日、喧けん嘩かしているお友達を景ちゃんが仲直りさせたって本当？」

　すると、景はきょとんとした顔をして、一番景の可か愛わいく見える完璧な角度で首を傾かしげた。

「市川くんと武井くんのことなんだけど」

「あー一緒に遊んだよ。楽しかった！」

「一緒に遊んだだけ？」

「一緒に鬼ごっこしたの！　楽しかった！」

　景は嬉しそうに言うと、また楽しそうに声を上げた。それを見て、何な故ぜか酷くホッとした。

　景がやっていることは、ただ喧嘩をしていた二人を誘って一緒に遊んだだけのことだったのだ。

　先生からすれば、それはかなり助かることだっただろう。だが、景にとっては何気なく二人と遊んだだけのことだったのだ。子供は大人よりもずっと単純な世界で生きている。尤もつとも、景が二人の男の子と仲良く遊べた、というのがすごいことではあるが……。

　私の見ている景は、年相応の子供である。本を読むのもテレビを観みるのも、外で遊ぶのも大好きな好奇心の旺盛な子供。お友達を作るのが得意で、どんな場所でもすぐに馴な染じんでしまうような子。それが景の良さなのだ。

　そんな景のことがすごく誇らしかったし、心の底から愛している。

　ただ、景が、あまりにも特別な子供であるのが、なんだか少し恐ろしい。

　普通の子供らしいところを見ていると安心する。

　そんなことを考えていること自体、自分の子供が「特別」であることを意識しすぎているようで、少し気恥ずかしかった。年相応の子供ではないからこそ、年相応であることを喜ぼうとするなんて……。

　けれど、客観的に景の非凡さを裏付けるエピソードがいくつかある。

　たとえば、景は言葉の発達が早かった。二歳の頃に、音に馴染んでくれればいいと思って与えたあいうえおボードを使い、景は「こんにちは」「ありがとう」「おかあさんだいすき」などの文章を次々打ち込んでは読み上げさせていた。その時も私と夫の肇はじめは大いに喜び、娘の賢さに感動したのを覚えている。褒められた景は子供らしく無邪気に喜んでいた。

　驚いたのはその後だ。

　ある時、私達は他愛ない夫婦喧げん嘩かをした。内容は本当にくだらないもので、それこそ景の七五三をどうするかといったものだったように思う。

　二人とも景には特別に目を掛けていて、だからこそ譲れなかったのだ。大人げなくヒートアップする私達の喧嘩を止めたのは景だった。

　怒鳴り合うのにも疲れ、リビングを気まずい沈黙が過よぎる。少しだけ冷静になった累が、幼い子供の前で怒鳴り合いをすることの是非に思い至った時だった。

『かぞくなかよく、けんかはだめ』

　調子外れの機械音声が流れ始める。私も肇もハッとして音の鳴った方を見た。

　そこにはあいうえおボードを持った景が立っていた。

　景がもう一度再生ボタンを押すと、再び『かぞくなかよく、けんかはだめ』の音声が流れ始める。それに合わせて、景が怖々と累の方を見つめた。

　その瞬間、私達はどちらからともなく謝り、不安そうな顔をしている景を抱きしめた。途端に景はあいうえおボードを放り出して笑顔になり、嬉しそうにはしゃいだのだった。

　この思い出は肇にとっても大切なものになっているようで、何度となく繰り返し語り草になっている。私にとっても微笑ましくて幸せなエピソードだ。

　けれど、このエピソードを思い出す度に、こうも思う。

　出来すぎていやしないだろうか、と。

　出来すぎている。あまりに、出来すぎている。景がいくら言葉の発達が早くて賢い子だったとはいえ、あんな風に大人の喧嘩を上手く仲裁することが出来るのだろうか。もし景が泣きながら自分達の間に割って入って、喧嘩はやめてと言ったところで、自分達は表面上の仲直りしか出来なかっただろう。景が止めているから一旦やめよう、というような、酷く打算的な考えで。

　そうならなかったのは、景がお気に入りのあいうえおボードを持ち出してきたからだ。

　あいうえおボードで喧嘩を止める、というアイデアが、私達の心をやわらげ、喧嘩をやめようと思わせたのだ。あの調子外れの機械音声が、気持ちを温かくしてくれたから。

　あれはただの偶然なんだろうか、と今は思う。

　単に景はお気に入りの玩具で遊ぶついでに、それでメッセージを作ろうと思いついただけ？　それとも、その思いがけない行動の微笑ましさが喧嘩を止める一番良い方法だと判断した？

　まともに考えれば後者のはずはないと思う。だって景はまだ年端もいかない子供だ。こういった機転を利かせられるような年齢じゃない。だが、あの時のこちらを窺うかがっている表情──自分が喧嘩に怯おびえていることを如実に伝える、緊迫した顔つきがあまりに完璧すぎて、私に居心地の悪さを覚えさせるのだった。

　また、こんなこともあった。

　景は三歳から保育園に通い始めた。私達が共働きだったのと、同じ年頃の子供と早くに触れ合った方がいいと考えたからだ。

　景は保育園にも愚図らず通い、楽しそうに友達と遊ぶようになった。その様子を見て、私は心底安心したのだった。




　こういった些さ細さいなことが気になって、かかりつけの小児科医に景のことを相談したこともある。けれど、お医者さんは笑って言った。

「発達の遅れを気にする親御さんは多いですが、早いことを気にされるのは珍しいですね。恐らく、景ちゃんは他の子よりもＩＱなんかが高いんでしょう。私もたまに見かけます」

　──ＩＱが高い、というのは言われてしっくりくる。自分達のような何の変哲もない夫婦からそんな子が生まれたのはびっくりするし、たとえば『ギフテッド』と呼ばれるような子がいるのも分かっている。ただ──。

「そう、なのかもしれないんですけれど、ただ賢いというわけじゃない気もするんです。なんというか……特別な子な気がして」

　この会話をしている間、景は待合室のチャイルドルームで遊んでいた。面談室ではモニターでチャイルドルームの様子が見られるようになっており、景が列車の模型を使って知らない女の子と遊んでいるのが見えた。

「そうですねえ……確かに、なかなか変わった子ではあるんですよ。社交的すぎる。今日出会ったばかりの子にも物もの怖おじせずに話しかけて仲良くなってしまう。私の見てきた例では、そういう周りより発達の早い子は孤立しがちだったんですが」

「そうなんです。景は物怖じしないし、誰に対してもとても人なつっこくて」

「でも、それは良いことじゃないですか？」

　あっさりと言われた返答で、次の言葉に困った。その間も、お医者さんは笑顔で続ける。

「もしかすると、ご両親の育て方が良くて屈託の無い子に育ってくれているのかもしれませんし。何か問題が起きていないのであれば、素直に喜んでいいことだと思いますよ」

「問題は起きてませんけど……」

「そうでしょう。それに、注射を怖がるところなんかは年相応じゃないですか。いつも大人びている景ちゃんが怖がっているところを見ると、微笑ましい気持ちになりますよ。医者がこんなことを言っちゃいけないのかもしれませんが」

　その通り、景は注射が苦手で、予防接種の際は子供らしく緊張し、落ち込んでみせるのだ。終わった後はそんな景を慰める為ために、お気に入りのアイスクリーム屋さんに行くのがお決まりだった。すると、景はころっと機嫌を直すのだった。

　だが、それすらも、なんだか都合が良すぎる気もする。子供は注射を怖がるものだから、という理由で怖がられ、アイスを食べて機嫌を直すものだから、という理由で機嫌を直されているように感じてしまう。そう、全てが子供らしさの演出のように感じられるのだ。

　でも、それを言ったところで絶対に共感はしてもらえない自信があった。なにしろ、目の前のお医者さんはそんな景の様子を微笑ましいと思っているのだから。この不安さは全く通じないに違いない。

　それに、私だってそんな景のことを可愛いと思っている部分はあるのだ。この可愛さがあまりにも理想的すぎるから、怖くなってしまうだけで。




「景が子供らしくない？　むしろ子供のイメージまんまだけどな。何考えてるか分かんなくて、自由だし。想像してたまんま」

　景の非凡さについて全く気がついていないのが、夫の肇だった。肇はスマートフォンに入れた景の写真をせっせと整理しながら、心底嬉しそうな笑顔を浮かべている。

「負けず嫌いで結構ムキになるしさ。俺にだって腕相撲で勝とうとするんだぞ？　あれは将来、気が強くなるだろうなー」

「そうなんだけど……うーん、何て言ったらいいのかなー」

「女同士だとわかることもあるのかもな。やっぱり」

　適当にまとめられて、累は黙り込んだ。そんなことじゃないが、何が違うのか自分でも上手く説明出来ない。モヤモヤが累の中にだけ溜たまっていく。

「パパって気楽でいいねー」

　意趣返しのように言ってやったが、肇には全く刺さっていないようだった。眠っている景の顔を横目で見ながら、天使のようだと思う。その天使っぽさが、私はたまに恐ろしくなるのに。




　そんなことが重なっていたせいで、私はこの連絡帳のささやかな記述が気になって仕方がないのだった。他の子の喧嘩を仲裁するというのは、まるで自分達夫婦の喧嘩を止めた時のようだったから。

　けれど、これは紛れもなく『良いこと』で、何も不安になることなんてない。むしろ、私は景を抱きしめて褒めてあげなくてはいけないんじゃないだろうか？

　母親失格なのかもしれない、とも自嘲する。自分が景の優秀さをちゃんと受け止め切れていないから、こんなことになってしまうのだ。

　景がギフテッドなのかもしれないと思った私は、同じような事例をネットで検索した。すると、自分はあくまで平凡なのに、子供が賢く生まれて嘆き悩む母親の事例が沢山出てきた。

『ちゃんと子供に接してあげられているか分からない』

『子供とコミュニケーションが取れず、子供と思えない』

『見下されているように感じ、可愛がることが出来ない』

　それらを見て共感もしたし、自分はそこまでではないと安心したりもした。

　景があまりにも賢すぎて不安になったり恐ろしくなったり、あるいはちゃんと育てられていないんじゃないかと悩んだりしたことはあったが、私は間違い無く景のことを愛していた。心の底から可愛いと思っている。こんな娘が生まれたことは奇跡だ、とすら感じている。

　他の母親は愛せないことで悩んでいるが、自分はそうではない。このことは、私を間違い無く安心させた。

　だから大丈夫──。

　景は賢く協調性があり、良い子だ。それ以上に望むことも言うべきこともないじゃないか。

　まるで自分に言い聞かせるかのようにそう思った。

　どうして言い聞かせなければいけないのかは分からなかった。




　おゆうぎ会の前に、保護者会が行われることになった。おゆうぎ会は県内でも有数の大きなホールで催されるので、送迎などに関しての細かい説明があるのだそうだ。定期的に行われる保護者会では、それだけでなく最近の園の雰囲気が報告されたり、保護者からの質疑応答があったりする。

　私はこの保護者会が苦手だった。仕事を早引けして向かわなければいけないことも荷が重かったし、あの妙に張りつめた空気が苦手だ。そして何より──。

　着慣れないフォーマルなスーツで保護者会会場に入ると、同じ組のママ達が三、四人一斉に私を見た。そして、何かをひそひそと話し合っている。

　ああ……またか。

　私は心の中で小さく呟つぶやいた。

　娘の景が社交的なのに反して、母親の私はかなり人見知りな性格をしていた。誰かと仲良くなるよりは一人でいた方が気楽で、学生時代から友達はそう多くない。

　だから、景が保育園に通うようになってからも、親しいママ友は一人もいなかった。勿もち論ろん、同じ組の保護者と世間話をすることはあるものの、友達には程遠い。

　おまけに、何人かのママからは目に見えて嫌われている。

　特に、会場に入って一番に視線を向けてきた橘たちばなくんママには。

　このままやりすごせますように、と祈りながら端の席に座ると、ゆっくりと橘くんママが近づいてきた。席に着いてしまったことを改めて後悔する。座ってしまったら逃げられないのに。

「あら、景ちゃんママ。今日早いねー。いつも遅れてくるイメージだからびっくりしちゃった」

　私が保護者会に遅れて途中参加したのは、五月の一度きりだ。それなのに、橘くんママはこうして顔を合わせる度にそのことに言及してくる。まるで、私が毎回遅刻しているみたいに。

「今日はお仕事が早く上がれたんです」

「へえー。お仕事何されてるんでしたっけ？　看護師さん？」

「薬剤師です」

「あー、そうだそうだ。ドラッグストアで頭痛薬売ってるだけで、すんごいパート代もらえるんでしょ？　時給の張り紙見る度に、なんか詐欺みたいって思うもん」

　橘くんママの言葉で、取り巻きのママ達が一斉に笑う。何にも恥ずかしいことなんかないはずなのに、私の顔が赤くなっていくのがわかった。こんな反応をしたら相手の思うつぼなのに。

「薬剤師って思ってるほど資格取るの難しくなくて、大学通ってたら落ちこぼれでも誰でも取れるものだから」

　自分から卑屈な言葉が漏れる。本当はこんなことを言いたくない。でも、少しでも下手に出ないと、今度は何を言われるか分からない。橘くんママは私をじっと見つめると、ふうんと溜ため息いきと相あい槌づちの中間のような声を上げた。

「それでも大学は合格してるわけだから、ねー。すごいよねー。エリートだよねー。旦那さんも働いてるんでしょ？　おうち余裕ありそうー。景ちゃんもいっつも綺き麗れいな服着てるもんねー」

「ブランド物だよね。小さい子にそこまでする？って感じだけど」

「羨ましいよねー。景ちゃんママ」

「あれは……おばあちゃんが初孫に浮かれて買ってあげてるの。景も気に入ってるから、着させてるだけで……」

　どうしてこんなに言い訳みたいなことを言わなくちゃならないんだろう。私が一体、景が一体、何をしたんだろう。

「保護者会始まる前に、お手洗い行ってきますね」

　私が言うと、また橘くんママがふうんと声を上げた。実質上の敗北宣言をして、私はそそくさと会場を出る。扉に手を掛けた瞬間、またくすくす笑いが聞こえた。こんなことで、情けなく手が震えた。

　保護者用のトイレに駆け込むと、個室には入らず手洗い場でじっと鏡を見る。すっかり気勢を削そがれた負け犬の顔がそこにあった。

　景はあんなに立派なのに、私はだらしがない負け犬だ。

　橘くんママがあんなに私を目の敵にしている理由は分かっている。景だ。

　橘くんは年中さんの頃から景のことが大好きで、いつもくっついて回っているような子だった。活発な橘くんと社交的な景は相性が良いようで、周りの保護者からは小さなカップル、なんて言われたりもしていた。

　けれど、多分それが橘くんママの気に障ったのだろう。

　橘くんママは息子のことを溺愛しているタイプで、迎えにくる時も人目を憚はばからずにはしゃぎ、息子を抱きしめるような母親だった。ああいうタイプの母親もネットでは結構珍しくない。息子を自分の小さな恋人だと思っている、なんて書かれていた。

　そんな可愛い息子が景に夢中なのが気に食わないのだろう。

　くだらないと思う。たかだか五歳の女の子に嫉妬しているだなんて……。でも、橘くんママにとっては切実なことのようで、以来私は分かりやすく目の敵にされている。

　景が気に入らないから、全てが気に入らないのだろう。私の仕事のこと、夫の仕事のこと、景の着ている服。全てが橘くんママにとっての当てこすりの対象だ。まるでドラマの姑しゆうとめか何かのように、全てにネチネチと文句をつけられる。今日もだ。

　でも、全ては私の責任だ。もし私がもっと上手くやれるような人間だったら、ちゃんと上手くやれる人間だったら、橘くんママの機嫌を損ねずにいられただろう。ちゃんと嫉妬を受け流して、景のことを守りながらママ友付き合いが出来ていたはず。

　それが出来ない自分が情けなくて、つらい。景はあんなにお友達と仲良くやれているのに。自分は景の足を引っ張っているばかりだ。

　景がお友達の中で楽しそうに過ごしているのを見ると、胸が詰まる。もし私に景のような誰とでも仲良くなれる力があったなら、どんなによかっただろう。今、景は保育園で人気者みたいだけれど、私が原因でいじめられるようなことになったら──。

　嫌な想像を振り払うために、ぶんぶんと首を振る。

　私は景に見合うくらい、立派なお母さんになる。

　可愛い景がどこに出ても恥ずかしくないくらい、見合うお母さんになる。

　その為に、出来る限り頑張らないといけない。




　私の決意も虚むなしく、保護者会では散々だった。

　話を牛耳っているのはもっぱらリーダー気質の橘くんママで、私は聞きたいことも聞けないまま保護者会が進んでいくのを黙って見守るしかなかった。

　おまけに秋に控える運動会のカメラ係まで私が任されることになってしまった。秋とはいえまだ強い日差しの中で子供達の写真を撮るのは重労働で、他の保護者がなるべく避けようとする役なのに。

「高いパート代貰もらえる分、他の共働きのお母さんより時間の融通が利くでしょ？」

　みんなの前でそう言われた時は、言い様のない屈辱感で身体からだが震えた。どうしてそんなに馬鹿にしたようなことを言われなくちゃならないのか。怒鳴り返したいのに、怒鳴り返せない。私はへらっと笑ってカメラ係を引き受けてしまう。

　唯一嬉しかったのは、景がシンデレラ役としてみんなの前で紹介されたことだ。大きな会場の晴れ舞台で主役を務めるのは、私の可愛い景なのだ。私がどれだけ不ふ甲が斐いなくて情けなくても、景はこの世界でスポットライトを浴びていた。それが私にとっての何よりの救いだ。

　そして、最後に新任の先生が紹介された。

「浪なみ川かわ洋よう子こです」

　浪川先生は産休を終えて戻ってきた、それでも比較的若めの先生だった。同じ子供を持つ母親として、なんだか親近感を覚える。育児で自分も大変なのか、真面目そうな顔には少し疲れの色が滲にじんでおり、一本に束ねた髪は色が抜けて褪あせていた。

「これからは石川先生と二人で年長のうさぎ組を見ることになりました。現場に出ていた期間はあまり長くありませんでしたが、よろしくお願いします」

　この先生も景のことを好きになるだろうか？　いや、こういうタイプの先生は景のような明るくてちょっとでしゃばりなタイプは苦手かな？

　そんなことを考えているうちに、保護者会は終わった。




　さっさと帰ろうと身支度を調えていると、また橘くんママに捕まってしまった。今度はさっきよりも取り巻きが多い。

「保護者会おつかれさまでした」

　私が先んじて言うと、橘くんママは首を傾げて言った。

「おめでとうー。主役なんてすごいねー」

「いえ、そんな……」

「褒められて謙遜されるとなんだかそれも嫌味じゃない？　うちの正まさ樹きは王子様だから、景ちゃんにもよろしくねー」

「はい、当日もよろしくお願いします」

　機械のように言い、頭を下げる。その下げた頭の上から、橘くんママの馬鹿にしたような声が聞こえた。

「景ちゃんと全然似てないよね、景ちゃんママって。もしかして、浮気されて出来た子だったりするの？」




　口の中に砂の味を感じながら、私はなんとか家に帰った。夕飯を作る気力が無く、デリバリーのカレーを取る。景は無邪気に喜んで、美お味いしそうにカレーを頰張っていた。それを見て、私はまた泣きそうになった。

　景を寝かしつけるのと入れ替わりに肇が帰ってきたので、カレーを温めながら保護者会での愚痴をぶちまける。すると、肇は眉を顰ひそめて言った。

「気が弱いっていうか、なんというか、まさか保護者会でもいじめられるなんてなあ。累ってそういうところ、ガツンといけないよな」

「いじめられてるわけじゃなくて……単純に嫌われてるの。こっちが相手にしてないからそんなに大事にはなってないけど。昔から女ってそういうのよくあるじゃない？　群れで動くっていうか……単にそれだけの話」

　ぺらぺらとまくしたてながら、なんだか自分でも言い訳をしているみたいだな、と思う。実際はあれはれっきとした「いじめ」だし、私はそれに対し毅き然ぜんとした対応が出来ていないだけなのに。

　カレーを頰張りながら、肇は気が乗らなそうな顔でふうんと相槌を打つ。それが橘くんママの言い方に似ていて、私は嫌な気分になった。

「でもさ、確かに似てないよな」

「え？」

「累と景。母子なのに全然似てないとは思う。そりゃ顔は似てるよ？　二人とも美人だしさ。でも景って明るくて利発じゃん。引っ込み思案な累とはあんまり似てないよな」

　なんで、あなたまでそんなことを言うの。

　そんなことを言ったら、肇だって景には全然似ていない。あの子は紛れもなく私達の子だけれど、私達のどちらとも似ていない、特別な子なのに。

　私がむっすりと黙り込むと、そちらが悪いくせに肇が少し慌てたように言った。

「一般論だろ、一般論」

「そっちだって、景には全然似てないからね」

「俺は男親だから」

「パパ似の女の子もいるから。……それで、カメラ係押しつけられたから、十月の運動会周りはそっちにかかりきりになると思う。十月の予定は調整しておいて」

「はあ？　たかだか運動会のカメラ係だろ？」

「カメラ係って広報も兼任してるの。広報紙って体ていのプリント作らされるから、どう頑張っても手が回らなくなる」

「酷いよな。何言われてもそれだけは断れよ。家庭に支障が出てるんだから」

「じゃああなたが保護者会行ってよ！　お父さんが来てる家庭の子だっているんだから！　なんで私だけが責められなくちゃならないの！」

　声を荒らげて言うと、ずるい肇は何も反論せず、黙って食事をするようになった。本当にずるい。そんな風に、私も何もかもをシャットアウトして、全てが無視出来たらよかったのに。

　私が橘くんママ達に毅然と対応出来ていたら、肇とこんな風に喧嘩することもなかった。全部私が不甲斐ないせいだ。そう思うと、なんだか涙が出てきた。

「お母さん」

　景の声が聞こえてきたのは、その時だった。

「景？　どうしたの？」

　ねむたげな景が、小さな声で「トイレ」と言い、とことこと歩いて行く。その姿を見て、血の気が引いた。聞かれてしまっただろうか。まだ小さいから意味は分かっていないかもしれないけれど、景は賢い子だから──。

　このままでは、景にとってこの家が安心出来る場所じゃなくなってしまうかもしれない。私は景のことをちゃんと守ってあげないと。橘くんママ達に少し冷たくされたくらいで、へこんだりしないようにしないと。

　そう思っても、弱い私は保護者会のことやこれからのことを考えるだけで心が重くなってしまう。私が、景のように強い子だったら。私が景に似ていたら、どれだけよかっただろう。




　意外にも浪川先生は、すごく景のことを気に入ってくれた。むしろ、流石さすがは景、といったところだろうか。

　うさぎ組の連絡帳は石川先生と浪川先生が交互に書いてくれるようになったのだが、相変わらずの長文を書く石川先生に負けず劣らず、浪川先生の連絡帳も長文だった。生真面目そうな綺麗な字で、景がどんな風に周りの子と遊び、先生にどんな言葉を投げかけてくれたかを報告してくれる。




『今日の景ちゃんはサツキの絵を描いていました。今まで見ていた子達の中で、景ちゃんは一番絵が上手いと思います。将来はもしかしたら画家さんになるのかもしれません。絵の上手さというのは、心の豊かさを反映しているんじゃないかと思います。景ちゃんは、すごく優しい子ですね』




　景が持ってきたサツキの絵と、浪川先生が書いてくれた連絡帳を見ながら、温かい気持ちになる。確かに、景の絵はどこかのコンクールで入賞出来そうなくらいの出来だった。このクオリティの絵に、単なる技術面の話だけじゃなく、心の豊かさまで見み出いだしてくれたことが、私はすごく嬉しかった。

「景、浪川先生って素敵な先生？　景にちゃんと優しくしてくれてる？」

「浪川先生、私大好きだよ！　植物の名前に詳しくて、色んなことを教えてくれるの。押し花を作るのも好きなんだって。浪川先生が来てくれて、嬉しいなー」

　景の言葉に、ますます嬉しい気持ちになる。やっぱり、あそこの保育園は景に合っているし、質が良い。景の教育のためにはぴったりの場所だろう。

「おゆうぎ会のシンデレラも上手く出来てる？」

「うん！　景のシンデレラ、みんなが褒めてくれるんだよ！　本物のお姫様みたいって、橘くんも言ってた！」

　景の口から橘くんの名前が出たことで、一瞬胸が痛くなりかける。でも、同時に安心もした。景はあの夜の話──私が橘くんママにいじめられていること──を理解していない。もしこれで景が橘くんと仲良く出来なくなっていたら、私は自分を責めていただろう。

　景が楽しく保育園生活を送れていて、本当によかった。

「お母さんもドレス、頑張るからね」

「うん、楽しみ！」

　おゆうぎ会の衣装は、各家庭がそれぞれ用意する方針になっている。型紙を渡されただけでは私にはどうすることもできそうになかったので、型紙ごと業者に渡して外注だ。景の着るドレスなんだから、プロの手で綺麗に作ってもらった方がいいだろう。

　景は私の手作りじゃないことに気づくだろうか？

　気づいても、景なら黙って無邪気に喜んでくれるんじゃないかと思った。五歳の子供に求める気遣いではないという気持ちと、景の優しさはそこまで及ぶだろうという気持ちが綯ない交まぜになる。




「痣あざ？」

　景を呼び、足を見せてもらう。すると、確かに出来たばかりの青たんがあった。

「景、これどうしたの？」

「劇の練習中に転んじゃったの」

　景はえへへ、と笑いながら言った。保育園に通っていれば、こういう怪け我がは珍しくない。景くらい活発に外で遊ぶ子なら尚なお更さらだった。私はハラハラしつつも、このくらいの方が強い子になるという肇の言葉に頷うなずいていたのだけれど──。

「劇の練習って、浪川先生もいた？」

「いたよー。景のシンデレラは本当に可愛いって、褒めてくれたのー」

　当然の回答だった。

　もし浪川先生が劇の練習に立ち会っていたのだとしたら、景の痣の理由を知らないはずがない。もしかしたら所用でその時席を外していたのかもしれないが……。

　なんだか得も言われぬ不安が胸に立ちこめる。

「景、本当に転んだだけ？」

「うん、そうだよ」

　景はきょとんとした顔で私の方を見てから、にっこりと笑った。屈託の無い、こちらのことを幸せにしてくれる笑顔だ。

　もし、この痣が劇の練習で転んだから出来たんじゃないんだとしたら……。

　一体何を考えているんだろう。私は嫌な想像を振り払う為にゆっくりと首を振った。




『景ちゃんの様子はおうちではどうでしょうか？　最近、景ちゃんは先生達にも言わない何かを隠しているようです。こちらも注視してはいますが、景ちゃんから話してもらえないと最終的にはどうすることも出来ないというのが実情です。景ちゃんのＳＯＳや変化を見逃さないであげてください』




　その一週間後。浪川先生が書いた連絡帳を、私は何度も読み返した。

　景が隠しごとをしている？　少し前に感じた不安が、具体的な形を伴って私の前に現れてきた。

　景の身体に痣を見つけてから、色々と気になることが増えてきた。

　まず、景に劇の練習について尋ねても、具体的なことを言わなくなってしまったこと。

　景は「楽しかった」と言うばかりで、前のように周りの子達がどうだったとか、先生にどんな風に褒めてもらったかなどを報告しなくなってしまった。それだけじゃない。景はなんとなく態度がよそよそしかった。前のような屈託の無さが消え、落ち込んでいるように見える。勿論、私と話す時は明るく笑顔を見せるのだが、それ以外の時は違うのだ。

　こんなのは景らしくない。

　子供の変化というものは、こんなに分かりやすいものなのか。私は驚きながら、いつも通り積み木で遊んでいる景に近づいていった。

「景ちゃん、少し聞きたいことがあるんだけど」

「なあにー？」

「橘くんに何かされてない？」

　途端に、景の顔がさっと曇った。やっぱり、と私は心の中で呟く。

　景の不自然な態度や身体の痣は、もしかしたら保育園で嫌がらせを受けているからなのかもしれない。

　そして……それを疑うなら、犯人として一番あり得そうなのは、橘くんだった。保護者会で私のことが気に障った橘くんママが、自分の息子に景の悪口を吹き込んだに違いない。親から何か言われたのでもなければ、景のような良い子をいじめようとなんかしないだろう。

　案の定、橘くんの名前が出た瞬間、景の顔色が変わった。景は橘くんに、いじめられている。

「そんなことないよ。お母さんどうしたの？」

「本当のことを言ったら橘くんが怒られると思ってるの？　でも、嫌なことをされたならちゃんと言わないと駄目。お願いだから、お母さんにだけは教えて？」

「嫌なことなんかされてないよ。私、平気だもん」

　子供染みた言い草は「平気じゃない」とＳＯＳを発しているかのようだ。もし橘くんママの不興を買ったことが景へのいじめの原因だったら、私はなんてことをしてしまったんだろう。悔やんでも悔やみきれない。

「景ちゃん、とりあえず、嫌なことがあったり、怪我をしたりした時は絶対にお母さんに言ってくれる？　どんな小さなことでも、お母さんにお話しして？」

「うん、そうするね」

　景は素直にそう言ってくれたけれど、私の不安は晴れなかった。

　もう保育園に行かせない方がいいのだろうか？　でも、そんなことを言ったら、保育園が大好きな景はきっと抵抗するだろう。橘くんについてのことも、余計に隠そうとするかもしれない。

　私は悩んだ末、連絡帳にこんな手紙を挟んだ。




『浪川先生へ。最近確かに景の様子は少しおかしい気がします。けれど、私が聞いてみてもちゃんとした返答はありませんでした。もしかすると、本当に景にとっては何でも無いことなのかもしれません。けれど、親の私は少し心配しています。景が穏やかに過ごせるように、今後ともお見守り頂けると幸いです』




『まずは、大切なお子様を預けてくださっていることへの感謝をお伝えさせてください。本当にありがとうございます。景ちゃんと過ごせる日々は楽しく、仕事の枠を越えて楽しく幸せに過ごさせて頂いています。景ちゃんの様子、やはり注視しておきます。景ちゃんは優しく賢いからこそ、人より我慢してしまうところがあると思います。私達が守ってあげないと』




　それからは、景の身体に痣が増えることはなく、景の態度が不自然になるようなこともなかった。

「浪川先生がね、よく一緒に遊んでくれるの」

「そうなの。よかったね」

「私、浪川先生のことが好きだなあ」

　景がしみじみと言うので、私は少し笑ってしまった。そのまま、私は尋ねる。

「橘くんはどう？　仲良くしてる？　おゆうぎ会の練習を一緒にしてるでしょ」

　すると、景は少し困った顔をして言った。

「分かんない」

「分かんない？　って、どういうこと？」

「橘くんは、保育園に来てないから」

　景は噓うそを吐つかず、まっすぐ私のことを見つめて言った。




　私は今年度三回目の保護者会が開催されるホールで、壁に飾られてある景の写真を眺めている。景の表情はどれもくるくると変わっていて、とても魅力的だ。

　これらの写真は浪川先生が自前のカメラを用意して、子供達が劇の練習をしている時に撮ってくれたものだ。何十枚ものそれらを印刷して、こうして保護者会会場に使っているホールに掲示してくれたのである。

「たまたま一眼レフを買ったタイミングで、撮りたくなったんです。趣味の一環ですよ。景ちゃんにも、私が撮った写真を見たいって言ってもらいましたし」

　保護者達から褒められた浪川先生は、照れながらそう答えていた。

　趣味の一環というには、浪川先生の写真はどれも上手だった。子供達への愛情を感じられる写真で、どの子も生き生きと写っている。その中で、景は一際綺麗に写っていた。主役のシンデレラをやっていたからなのだろうが、枚数自体もすごく多い。

　景は撮られることに慣れているのか、まるでモデルか何かのようにすら見えた。景と歩いていると、よくキッズモデルにならないかと声をかけられる。私が忙しいのと、景があまり興味を示さないので受けたことはないけれど──もしかすると景にはそういう芸能の道も合っているのかもしれない、とも思う。

　一方で、王子様役の橘くんの写真は、枚数も少なければ、表情もぎこちなかった。撮られる側の橘くんの問題だろうが、落ち着きの無さが写真からも分かってしまう。こうして見ると、あの日の橘くんはあんまり調子が良くなかったのかもしれない。

　景と仲良く楽しそうにしていた橘くんが、遠い記憶のようだ。橘くんママとのいざこざもあって、なんだか苦い思い出のようになってしまっている。

　そういえば、浪川先生のお陰で嬉しい誤算もあった。写真を眺めている私のところに浪川先生がやってきて、こんなことを言ってきたのだ。

「そうだ。私、運動会も写真を撮りたいと思ってるんです。景ちゃんママさんはカメラ係ですよね？　よかったら、私に任せてもらえませんか？」

「え？　いいんですか？」

「はい。こちらとしても、あんまりカメラを腐らせておくのも可哀かわい想そうですから」

　そう言って、浪川先生は楽しそうに笑った。

　こうして、私は懸念していたカメラ係からあっさりと解放された。

　浪川先生はそのままカメラのデータがどうとかの理由で広報紙作成まで引き受けてくれたから、本当に私は全ての仕事から解放されてしまったわけだ。若干の申し訳無さを感じたものの、型落ちのデジカメしか持っていない私ではこんなに上手な写真は撮れないだろうから、ありがたくお任せすることにした。

　これも、多分景が浪川先生に気に入られているからだろう。

　思えば、私は何度も景に助けられているのだ。

　写真の中の景の笑顔を見ながら、私は愛いとしい娘のことを思い出す。

　厚かましいことかもしれないが、今度浪川先生に景の写真を現像してくれないかと頼んでみようか。プリント代さえこちらが負担すれば、いや、負担しなくても、浪川先生なら快くオーケーしてくれるんじゃないか……。

　私の思考は、会場ホールの引き戸が開けられる音で遮られた。

　扉が壊れるんじゃないかと思うくらい大きな音に、思わずそちらを見てしまう。

　橘くんママが鬼気迫る形相で立っていた。

　最初は、橘くんママだと分からなかった。いつもそれなりに身ぎれいにしている橘くんママの格好はよれよれで、化粧も殆ほとんどしていなかったからだ。隈くまの出来た顔は目だけがギラギラと輝いていて、彼女は果たして何を見ているのだろう、と背後を振り返ってしまったほどだ。

　でも、背後には誰もおらず、橘くんママは一心に私のところへと走ってきた。

「うちの子に何かしたでしょう」

「は？」

「うちの子に何してくれたのよ！　あんな、あんな子供に……こっちにやり返せないからって、子供に仕返し？　信じられない、どれだけ陰険なの」

　橘くんママが何を言っているのか、全く分からなかった。分かったのは、こっちにやり返せないから、という言葉のみ。──やっぱり、この人は私をいじめていたんだ、という納得だけだ。仕返し？　あんな子供に？　何を話しているのかさっぱり分からない。

「勘違いされているんじゃないですか？　何の話なのか分かりません。橘くんに何かあったんですか？」

「とぼけないでよ。あんたがやったんでしょ。あの子ね、まともに喋しやべれないのよ。口止めしたんじゃないの。言ったらとんでもない目に遭うって。それで何も言えなくなったんだ。私にも、何にも教えてくれなくて……やり方が卑ひ怯きようなんだよ！　あの子が何をしたっていうわけ!?」

　半ばパニックに陥っているのか、橘くんママの話は支離滅裂だった。まともに喋れない？　口止め？　何も教えてもらえない？──それで、私に食ってかかってきているのか。一体、橘くんに何が起こったんだろう？

　黙っている私に業ごうを煮やしたのか、とうとう橘くんママが摑つかみかかろうとしてくる。私は悲鳴を上げながら、バッグを盾にして橘くんママから身を守った。それでも橘くんママは諦めず、私のことを地面に引き倒そうとする。まずい、このままだと、何をされるか分からない。

「橘さん！」

　鋭い一声と共に会場に入ってきたのは、浪川先生だった。

　浪川先生は橘くんママを羽は交がい締じめにすると、無理矢理会場の外へと引きずり出していく。あの細い浪川先生の身体のどこにそんな力があるのか、と思うくらい力強く、橘くんママを引っ張っていく。

　残された私や他のママは、ぽかんとした顔で二人がいなくなった方を見つめていた。

「あの……」

　私は橘くんママの取り巻きの一人──佐さ伯えきくんママに向かって、おずおずと尋ねる。佐伯くんママはびくりと身体を震わせたが、逃げることはなかった。

「どういうことなんでしょうか？　私には全く分からなくて……」

「橘くんママが……少し前から、橘くんがいじめられてるって言い出したの。保育園に行きたがらないし、何を聞いても話してくれないしで……体調が悪いんじゃないかとか、お友達と喧嘩したんじゃないかとかあれこれ言ったんだけど、橘くんママは……その……景ちゃんママがやってるに違いない、とか言い出して」

　ぽかんと口を開けたまま、私は何も言えなくなってしまった。そのくらい、身に覚えの無い話だった。

「私……そんなこと、やってないです。私……昼はそれこそパートに出ていますし……保育園に私が侵入したらすぐ分かると思います……」

「それはその通りだと思いますよ」

　くす、と佐伯くんママが軽く笑った。この人が私に笑いかけてくれるのは初めてだった。

「橘くんママは子育てに熱心ですけど、少し周りが見えなくなることも多いので……。なんだか、そう……景ちゃんママのことも、すごくライバル視していたから、それでそんな風に思い込んじゃったんじゃないかな」

　ライバル視、なんて綺麗な言葉では片付けられない確執だけれど、一応私は頷いた。この人だって単なる取り巻きの一人で、自分の子供に火の粉が降りかからないように上手く立ち回っていただけなのだろう。

　それにしても──どうしてそんな妄想に取とり憑つかれてしまったんだろう。橘くんが嫌がらせを受けている？　それを言うなら、嫌がらせを受けているのは景の方じゃないか。おゆうぎ会の練習の時も景に対してあんなによそよそしくて、痣だって作られたかもしれなくて──。けれど、それだって証拠が無いのは同じことだ。

「橘くん、何があったんでしょうか」

「分からない。誰も知らないから」

　不安だ。何かが起こっているような気がする。でも、その正体が分からない。

「おゆうぎ会……」

　ふと、疑問が口をついて出た。

「おゆうぎ会では、橘くんが王子様のままなの……？」

　本来ならそんなことを気にしている場合じゃないだろう。でも、壁に飾られた色とりどりの写真と、オーダーメイドで依頼している景のドレスを思い浮かべて、私はついそんなことを言ってしまった。

　佐伯くんママが突拍子もないとも取られかねないことを言い始めた私のことを、心配そうに見つめている。けれど、戸惑いながらも彼女は答えてくれた。

「ずっと前から橘くんの王子様役を楽しみにしていたから、絶対に代役にはさせないって言ってたけど……出来るのかは分からない。保育園に来られない子が、おゆうぎ会で主役なんて出来るのか」

「でも、橘くんママならやらせそう」

　口から出た自分の言葉が、想像していたより皮肉げで驚いた。

　そうなったら、おゆうぎ会ではあの橘くんママとまた一ひと悶もん着ちやくが起こるかもしれない。今からどっと気が重くなる。

　不気味なことが起こっているのに、鈍い私にはその輪郭が捉えきれない。お願いだから、私の可愛い景にだけは何事も起こりませんように。私には、祈ることしか出来なかった。




　そうして、おゆうぎ会の日がやってきた。




　プロの手で作られたドレスを身に纏まとった景は、夢のように可愛らしかった。少し脱ぎ着は大変そうだけれど、変身前のボロの服からドレスに着替えさせる時は浪川先生が手伝ってくれるというから安心だった。

「お母さん！　すごいドレスだね、素敵！」

「本当だね。景ちゃん、すごく似合ってるよ」

　景は心底誇らしげに笑った。発注しただけの私も、子供のようにはしゃいでしまう。肇も仕事を休んでちゃんとおゆうぎ会を見に行く段取りをつけていた。

「あ、いけない。最終チェックはこれでよさそうだね。景ちゃん、会場向かうよ！」

　急いでドレスを脱がし、保育園の制服に着替えさせてから家族三人で車に乗った。この時には、景の可愛いドレス姿のお陰で不安は全部取り払われていた。

　会場に着くと、先生達に景を預けるのと一緒に用意してきた衣装も渡す。これを衣装部屋に持って行って保管するのだそうだ。

　ドレスを受け取った石川先生は、わあっと歓声を上げてくれた。

「わあ、すごいですねー、景ちゃんのドレス！　凝っててすっごく可愛い！」

「でも、結局プロにお願いしちゃって」

「お金をしっかりかけてあげるのも愛情ですよ！」

　そう言ってくれると、私の方も気が楽になる。

「それでは、保護者の方は観客席でお待ちください。始まるまで自由に過ごしてくださって大丈夫なので」

「観客席……」

　私は思わず、橘くんママの姿を探してしまった。けれど、今のところ姿は見えない。

「橘くんママですか？」

　何かを察したのか、石川先生が小さく言う。

「橘くん、もう預かってます。会場には橘くんママいらっしゃらないようですが……始まる前には戻ってくるんじゃないでしょうか」

「あ、はい……そうですよね……」

「この間の保護者会、大変でしたよね。でも、この年頃のお子さんをお持ちの方って、ナーバスになりがちですから」

　私は何て答えたらいいのか分からず、軽く笑った。景はその間、遠くを見つめていた。




「お前、何かまた揉もめ事ごと起こしたの？」

「違う違う。ちょっとした行き違い」

　訝いぶかしげな目を向ける肇を躱かわしながら、これから上演される景のシンデレラにだけ集中する。

　浪川先生に相談してから、景の身体の痣は無くなった。景が不自然な態度を取ることも無くなったし、以前と変わらない明るい景になった。

　きっと浪川先生が何かしらの方法で景を守ってくれたのだろうけれど、連絡帳にはその後の報告が一切無かった。もし景と橘くんが仲直りをしたのだったら、その旨が書かれていてもおかしくないのに……。それとも、少しでもマイナスなことは書かないようにするという判断だろうか。もし二人が仲直りをしたのだったら、改めて二人の揉め事について書く必要はないだろうから。

　でもあの浪川先生なら、報告を優先してくれそうでもある。

　こんなことを肇に相談したとしても、どうせ考えすぎだとか気にしすぎだとかで流されてしまうだろう。それが何とも歯は痒がゆかった。肇にだって、景を守る責任があるのに。

　モヤモヤを募らせていると、開演二十分前のブザーが鳴った。外に出ていた保護者達もそろそろ観客席に集まってくる頃だ。景は最初のみすぼらしい方のワンピースに袖を通し、変身の準備をしているに違いない。

　私達は夫婦揃そろって開演を待った。

　だが、それから二十分、三十分経たっても、おゆうぎ会は全く始まらなかった。

「何かあったのかな」

「機材トラブルか何かじゃないか？　最初って年少の子のおゆうぎだろ？　景の出番までに直るといいな」

　肇が欠伸あくび交じりに言う。機材トラブル。本当にそうだろうか。まっすぐに舞台を見つめながら、私は不安に苛さいなまれた。もし機材トラブルじゃないとしたら、果たして何が──。




『橘正樹くんの保護者様、寄河景ちゃんの保護者様、いらっしゃいましたら、五番裏口から控え室までお越しください』




　繰り返されるアナウンスの三回目で、私と肇はようやく顔を見合わせて立ち上がった。胸が締めつけられ、背に嫌な汗を搔かく。

「景ちゃんに何かあったんだ」

　硬い口調で言って、弾はじかれたようにホールを出る。さっきのアナウンスでは、私達だけじゃなくて橘くんの両親も呼ばれていた。ということは、その二人の間に、何かが起こったのだ。

　そうして控え室に辿たどり着ついた私は、息を吞のんだ。

　倒れた橘くんに、泣いている景。それに、他の先生達に両脇を固められ呆ぼう然ぜんとしている浪川先生がいた。他の子供達は安全の為なのか、他の部屋に避難させられているようだった。

　控え室の床には、景のドレスが落ちていた。汚れてはいるが、破れなどはない。私は急いで泣いている景に向かっていき、彼女を優しく抱きしめた。景は一層強い力で、私を抱きしめ返す。

「すいません、すいません……こんなことになるとは思いませんでした」

　園長先生が、全身から汗を噴き出しながら言う。私は硬い表情のまま、そちらの方を見た。

「何が、あったんですか」

「浪川先生が、橘くんを突き飛ばしたんです。今、救急車を呼んでいます。見たところ出血などは無いんですが、驚いて気を失ってしまっているようで……」

「それで、景はどうして泣いているんですか？　浪川先生が橘くんを突き飛ばして……」

「景ちゃんは私を止めてくれたんです」

　浪川先生が、静かに言った。

「私が橘くんに対して酷いことをしようとした時に、景ちゃんが止めてくれました。景ちゃんには本当に感謝しています」

　浪川先生がそれだけ言った。

　景は泣きじゃくるばかりだった。




　話をまとめると、こういう経緯だった。

　橘くんが控え室でうろうろしているところを見た浪川先生は、事情を聞く前に橘くんを𠮟り、狼ろう狽ばいした橘くんが逃げだそうとしたところを捕まえようとして、うっかり突き飛ばしてしまったのだという。

「悪気はありませんでした。こんなことをするつもりではなかったのですが、つい……」

　橘くんは命に別状はなく、頭に異常も見つからなかった。ただ、橘くんは何があったのかを語ろうとはせず、景のドレスがどうして控え室の床に落ちていたのかの理由も分からなかった。浪川先生が言うには、ドレスは既に部屋に落ちていたという。

　橘くんが𠮟られている声を聞きつけた景は一部始終を目撃してしまい、泣いて浪川先生を止めたのだという。自分のドレスが床に放り出されていることよりも橘くんのことが気になったというのは、なんだか景らしい気もする。

　これらのことは緊急に開かれた保護者会で説明されたのだけれど、そこではもっと信じられないことが明らかになった。

　なんと、浪川先生が、ずっと橘くんをいじめていた、というのだ。

「前々から、橘正樹くんに対し嫌な感情がありました。生意気で言うことを聞かず、大人に対して失礼でしたし……ナーバスになっていたのかもしれません。復帰したてだったものですから……」

　そうして、浪川先生は他の子供が見ていない隙に、橘くんを押して転ばせたり、酷い言葉を浴びせかけたりしたという。その上で、このことを母親に言ったら、橘くんのした悪事を事細かにお母さんに言いつけるとも言っていたとか。

　信じられなかった。あの浪川先生が。いくら橘くんが気に障ったからといって、橘くんはまだ五歳の子供なのに。それなら、橘くんが保育園に行けなくなったのも無理はない。どれだけの恐怖だっただろう。

「ふざけるな！　犯罪者！　息子がどれだけ怖かったと思ってるのよ！　死んで詫わびろ！」

　橘くんママはそうやって保護者会の最中に暴れ出した。自分の子供にされたことを思えば、無理もない反応だと思う。橘くんママはもう以前とはすっかり別人で、傍はたから見ても壊れかけていた。

　橘くんママの叫びはどんどん意味の分からないものになっていき、最終的には男性保育士の手でホールの外へと連れ出されてしまった。みんながひそひそと橘くんママのことを噂うわさする。

　もう橘くんママはこの保育園には帰ってこないだろうな、と私は思った。

「今後はこのようなことのないように再発防止に努めて参ります。皆様が安心してお子さんを預けられる園を目指して──」

　私は園長の言葉を聞きながら、浪川先生のことをじっと見つめていた。

　浪川先生の表情は神妙で、厳かだった。

　でも、そこにあるのは反省よりもむしろ、穏やかな達成感のようだった。




　説明が終わると、保護者がぞろぞろと出ていった。私も一緒に外に出ようとすると、後ろから切実な声に呼び止められた。

「景ちゃんママ──寄河さん！」

　名字を呼ばれたのは初めてだった。驚きながら振り返ると、声の主は──浪川先生だった。

　浪川先生がこちらに駆け寄ってこようとするのを、今度は園長先生が止めている。大変なことになってしまったはずなのに、浪川先生は本当に──本当に嬉しそうな顔で私を見ていた。

「寄河さん！　お願いです……景ちゃんを本当に大事にしてあげてくださいね！　景ちゃんは本当に素晴らしい……素敵な子です！　景ちゃんのお陰で、私はもう一度生きる気力が出てきたんです！　景ちゃんの為なら、私は何も惜しくないから！」

　ぞわ、と全身の毛が逆立つのが分かった。

　どうしてここで景の名前が出てくる？

　分かっている。浪川先生は景のことをすごく気に入ってくれていて──景に目を掛けてくれていて、だから、この保育園を辞めなくちゃいけなくなる前に私に声を──本当に？

「景ちゃんにありがとうって伝えてください！　あと、ごめんなさいも！　景ちゃんが幸せでいられるように、先生は目一杯お祈りしてるからって……」

「寄河さん！　行ってください！　早く！」

　周りはまたざわついていて、私は逃げるようにその場を立ち去った。浪川先生の幸せそうな笑い声が、耳にこびりついて離れなかった。




　あれから三ヶ月が経ち、運動会の日がやってきた。

　景は大きな円い布を使ってパフォーマンスするパラバルーンと、組対抗リレー、それにポンポンを使ったダンスをやることになっていた。どのプログラムでも景は楽しそうにはしゃいでいて、どんな子よりも輝いて見える。

　リレーの順番をそわそわと待っている景は、なんとも言えず可愛らしかった。私と肇のことを見つけると景はにっこりと笑顔になって、こちらに手を振ってくれるのだ。

　写真を撮っているのは、園の雇ったカメラマンだ。元々は浪川先生がやることになっていた役割だったから、私に戻ってくるかと思ったのだが──そうはならなかった。多分、一度免除した役割をもう一度やらせることへの申し訳無さと、今回の不始末の詫びが籠こもっているのだろう。このまま広報紙も保育園が作ることになりそうだ。負担が無くなったことは、やはり素直にありがたかった。

「景ちゃんママー」

　話しかけてきたのは、佐伯くんママだった。私も前よりずっと自然な笑顔でそれに応じる。

「佐伯くんママ、間に合ったんだ」

「なんとか最後のポンポンダンスだけは見ようと思って。組対抗リレーまで見れそうなのはラッキーだったな」

「よかったねえ佐伯くんママ」

「佐伯くんもまだ走ってないよ」

　私の周りにいた美み佳かちゃんママや野の村むらくんママも佐伯くんママに温かい言葉を掛けている。佐伯くんママも嬉しそうにリレーの列へと目を向けていた。

　浪川先生と一緒に、橘くんも保育園を辞めてしまった。そのお陰で当然ながら私は橘くんママにいじめられることもなくなり、代わりにこうして園で話す相手も出来た。まだ友達とは言えなくても、園での他愛ない近況を話せるのは楽ではあった。

　結局、みんな橘くんママのせいで私を遠巻きにしていただけで、彼女がいなくなったら普通に話しかけてくれるのだ。その変わり身の早さに思うところがあったとしても、嬉しいことには変わりない。当たり障りの無い、景に迷惑を掛けない母親としての振るまいが、私にとっては何より大切なものだったからだ。

　私の生活は全てが丸く収まった。景は今日も楽しそうに過ごしているし、私はもう保護者会が辛つらくない。面倒な役割を押しつけられなかったお陰で、肇に負担がいくこともなくなった。

　だからこそ、ふと私は思う。

　今回のことは、あまりに私にとって都合の良いことなんじゃないか、と。

　起こったことを順に整理しよう。まず、浪川先生がやってくる。浪川先生が景を気に入り、目を掛けてくれるようになる。浪川先生は景をこまやかに見てくれる。そんな中で私は景が不自然な怪我をしていたり、おかしな様子をしているのに気がつく。私はそれを橘くんのせいだと疑う──。

　しかし、そのうちに橘くんは保育園に来なくなる。後から、橘くんが保育園に来なくなったのは、浪川先生による虐待があったからだと分かる。その虐待についてはおゆうぎ会で発覚し、浪川先生は責任を取って、園を辞める決断を下す。橘くんは浪川先生に与えられたトラウマで園に来られなくなり、辞めてしまう……。

　そして、私は結果的に、抱えていた全ての問題を解決する。

　これが、どうしても引っかかるのだ。

　それに、浪川先生の最後の反応もあった。景の幸せを願い、景を大事にしてほしいという、あまりにも過剰な最後のメッセージ。あれは──一体何だったのだろう？　一保育士が一園児に向けるには、あまりにも過激な感情。

　もしかすると、彼女は、浪川先生は、景の為に橘くんをいじめるようになったのでは？

　──景の不自然な痣や態度が、好意を裏返した橘くんからの嫌がらせだったとしよう。浪川先生は、その場面を見てしまったんじゃないだろうか？

　普通ならそこで景へのいじめをやめさせるべく注意したり、他の先生に報告したりするのだろうが、景への愛情が度を超している浪川先生は、そのどちらをも選ばなかった。直接橘くんに危害を加えることで彼を罰し、景の代わりに復ふく讐しゆうしようとしたんじゃないだろうか。

　突飛な想像だと思う。けれど、景を守ってあげてほしいと繰り返し書かれた連絡帳や、最後のあの反応──。それに、橘くんへの異常な憎悪を掛け合わせると、そういった想像しか出来なくなってしまう。

　それで、浪川先生は暴走したのだ。歯止めの利かなくなった浪川先生は、おゆうぎ会で控え室に入り込み、景のドレスに近づいた橘くんのことを見て過剰に反応してしまった。橘くんは単に迷い込んでしまったか、景のドレスに興味を持って近づいてしまったかなのだろう。それが、浪川先生にはドレスにイタズラをしようとしている風に思えたのかもしれない。

　そして、一連の悲劇が起こってしまった。

　どうしてそこまで景に入れ込んでくれたのだろう、という気持ちと、景だからこそそこまで入れ込んでしまったのだろう、という両方の気持ちがあり、納得はいった。景は、それほどまでに魅力的な子だから。

　園長先生からは、浪川先生が妊娠されていたお子さんを亡くされたということまで説明していた。そのせいで精神が不安定であり、共感の余地がないことはないと。

　果たしてそれが本当に共感に繫つながるようなことなのかは分からなかったが、なんとなくそれも、納得の一助になった。だからこそ、景が害されているのが許せなかったのかもしれない。

　かくして、一連のことが起こった。

　でも、私にはまだ疑問が残っている。

　どうして橘くんは急に景をいじめるようになったのか？だ。

　勿論、橘くんママは景のことも私のことも嫌っていたし、家で景の悪口を散々吹き込まれて嫌いになってしまった可能性はある。けれど、私が橘くんママに嫌われているのは随分前からなのに、橘くんが景を嫌い始めたと考えられるのはごく最近だ。親がどう思っていたとしても、橘くんは景のことが好きで仲良くしていたはずなのに。

　それに、あの態度。

　景のことをいじめたせいで浪川先生に目を付けられたのだから、景から遠ざかりたくなるのは無理も無い。けれど、おゆうぎ会の練習の写真に写っていた姿。あれじゃあまるで、景にも心底怯えているようだった。

　どうして景をいじめていたはずの橘くんが、景に対して怯えていたのだろう。今更罪悪感に目覚めたということだろうか？　腑ふに落ちない。

　それら全ての疑問を解決する説が、一つだけある。

　初めから景は橘くんにいじめられてなんかいなかったのだ。

　そう考えれば、橘くんの態度や急に景を嫌いになったことについての説明がつく。橘くんは景をいじめたりなんかしていないのにいじめていたことにされ、そのせいで浪川先生から冷遇されることになったのだ。景のことを不気味に思っても不思議じゃない。

　景の言う通り、橘くんは何の関係も無く、浪川先生が勘違いしただけ。あるいは、浪川先生に勘違いさせただけだったわけだ。

　それに、控え室のドレスの件もある。

　あのドレスが床に落ちていたのは──誰のせいだったのだろう。

　普通に考えれば橘くんが気になって触り、床に落としてしまったということになりそうだけれど──。

　もし、あれを落としたのが、景だったら？

　景は先に控え室に行って、ドレスを落としておき、橘くんが控え室に行くのを待っていたのだとしたら？

　ドレスが床に落ちた控え室の中で、橘くんが佇たたずんでいる。それを見た浪川先生は、橘くんがそれをしたのだと思い込む──。

　ぞくりと、まだ暑い屋外で寒気が走る。

　もしこれが、全部景の意図通りだったら、と私は途方もない想像をする。全てが景に仕組まれていて、こうなることまで景の計画だったとしたら？

　何しろ、全てが始まったのはあの夜以降なのだ。私と肇が言い争いをし、それを聞いたかもしれない景がトイレに立ったあの夜だ。

　景は私が橘くんママにいじめられていることを知り、密ひそかに橘くんママを排除出来るように取り計らったんじゃないだろうか？　そうして浪川先生を懐柔し、彼女があくまで自分の意志で橘くんをいじめるように仕向けた……。

　思い返せば、浪川先生が園児の写真を撮り始めた時も、景の話をしていなかっただろうか。景に、撮った写真を見たいと言われたから……。

　勿論、こんなのはありえない想像だ。いくら景が賢くても、景はまだ五歳の子供だ。周りのことをコントロールして、全てを自分の思い通りにするなんてことが出来るはずがない。全ては本当に運が良い、偶然だったのだ。

　でも、もし景が全てを仕組んだのだとしたら。

　景は、母親である私を守る為に最善のことをしてくれたことになる。

　胸が一杯になる。不甲斐ない私の為に、景が私にしてくれたかもしれないこと。景は私の為に、一番いいことをしてくれた。

　私はそれがとても嬉しかった。

　今までは景に比べて平凡で何の取り柄もない自分に引け目を感じていたけれど、景は私のことを愛し、私を守ろうとしてくれた。私のことを助けてくれた。嬉しくてたまらない。景は私の宝物だ。

　もう余計なことは考えない。私の元に生まれてきてくれた景を全力で愛し、大切にしよう。景が幸せに暮らす為に、私は何だってしよう。

　景の出走番がやってきた。親の私の方がぎゅっと萎い縮しゆくしてしまう。それとは反対に、景は堂々としていて、すごく誇らしそうだ。心の中で繰り返す。頑張れ景。頑張れ。

　景がもう一度私の方を振り向く。笑顔が覗のぞく。

　その笑顔に負けないように、私も幸せな笑みを浮かべた。

























　綺き麗れいな子だと思った。

　今まで見てきた女の子の中で、彼女が一番綺麗だった。長い髪に白い頰。大きな目が伏せられて、目の下に睫まつ毛げの影が落ちている。ここらでも有名な高校の制服を着て、カバーを掛けた文庫本を読んでいる。一瞬、何かの撮影なのかと勘違いしてしまったほどだった。

　良くないとは思いつつも、すばやく視線を滑らせて、鞄かばんにイニシャル付きのクリップがついているのを確認した。「ＫＥＩ」──けい、というのが彼女の名前のようだった。

　けい、という名前に色々な漢字を当てはめてみる。景、というのはどうだろう、と思った。景。風景の景。情景の景。それは、美しい彼女にぴったりの名前だと思った。

　話しかけてみたい。それで、何の本を読んでいるのかを聞いてみたい。

　でも、それは僕のようなゴミには到底敵かなわない人間なのだ。




　登校すると、黒板に大きな相合い傘が書いてあるのが見えた。傘の下に書かれているのは、延えん田だ臨のぞむという僕の名前と、緋ひ達たち美み姫きという同じクラスの女子生徒の名前だ。溜ため息いきを吐つきながら消そうとすると、後ろから野次が飛んでくる。

「延田くんなんで消しちゃうのー？　プリンセスが可哀かわい想そうじゃーん」

「そろそろプリンセスのこと迎えに行った方がいいんじゃないのー？」

　陰湿な爆笑がクラスに響いていく。相手にするだけ無駄だ。こいつらは、僕の反応を見ているから。でも、感じまいと考えれば考えるほど、黒板消しを握る僕の手に力が籠もっていく。必死に何か別のこと──今日電車で会った美しい彼女のことを思い出す。

　席に着くと、それだけでドッと疲れていた。帰りたい。でも、これ以上出席日数が足りなくなるのは困る。こんな奴らのせいでまともな道からドロップアウトするのは嫌だ。

　緋達は一体これからどうするつもりで、ずっと学校に来ていないのだろう。

　相合い傘の向こうに書かれた名前について、僕は静かに考えを巡らせる。




　緋達美姫は全てを失敗した女子高生だった。

「緋達美姫です。一年の時は、なんちゅーか、諸事情で学校来てなかったんですけど、これからはそろそろ勉強しないとまずいっていうか、日数もヤバいし、そろそろ本腰入れっか、てな感じで。あっ、人並にアニメとか好きっす。なんか、適当に、絡んでくれれば」

　早口でつっかえながら言われた自己紹介を聞いて、周りが分かりやすく失笑した。斜に構えているようでいて必死なそれは、高校二年生にはあまりウケがよくなかった。

　そもそも、緋達は見た目からしてあまり人に好かれないタイプだった。よく洗ってなさそうなボサボサの長髪に、目立つ猫背。肩には分かりやすくフケが乗っていて、清潔感が無い。どこにでもいそうな顔なのに、どこにもいなさそうな不快感を抱かせる顔。軽く曲がった口元からは、今にも周りへの呪じゆ詛そが溢あふれてきそうだった。

　最悪の組み合わせだ。こんな奴がさっきのような自己紹介をして、馬鹿にされないはずがない。案の定、緋達が自己紹介を終えた瞬間、教室は爆笑の渦に包まれた。

「ちょっ、なんで笑ってんのっ！　なんで笑ってんのっ！　笑いすぎだっつーの！」

　赤い顔で繰り返す緋達のことを、みんなは更に煽あおった。なんか必死すぎて小動物みたい、なんかこういうキャラクターいたよね。なんか懐かしいしゃべり方だよね。コミュ障感がかわいい。癒やされるよー。

　決して言葉通りの意味じゃない台詞せりふによる揶や揄ゆで、緋達の身体からだがガチガチに固まっていく。そして、とどめを刺すような言葉が飛んだ。

「ていうか緋達さんって美姫って名前なのすごいね。親、嫌がらせでつけてない？」

　緋達はそれでとうとう、みんなの前で涙を浮かべ、教室から走って逃げていってしまった。劇的な逃走を見届けたクラスの奴らが、ドッとまた笑った。

「すごいよねえー！　親、顔見ないでつけたのかな」

「赤ちゃんの頃の顔なんてみんな同じでしょ。親も被害者よ、被害者。まさかあんなんなるなんて思わないもん」

「今はそういうの言っちゃ駄目なんだって！　ちゃんと緋達さんのことお姫様扱いしてあげないと！」

「そうそう、緋達さんは我らが二年五組のプリンセスなわけ！」

　もう既にクラスを牛耳っている井い村むらが、一笑いを取る。それから、緋達の渾あだ名なは完全にプリンセスで固まってしまった。

　こうなってしまうと、もう抜け出すことは難しい。名前を呼ぶことがからかいに直結するようになると、もう這はい上あがれないのだ。

　次の日、気丈にも緋達は学校にやって来た。けれど、緋達が来るなりプリンセスプリンセスと連呼したり、ごきげんようと挨拶してみたり、単純に通りすがりに小突いたりする奴らのせいで、緋達は再び保健室登校になり、やがて完全に学校に来なくなった。

　そうして、僕が今度はイジリのターゲットになった。

　僕もまた、二年五組に馴染めずクラスの中で浮いていたからだ。でも、初めて廊下で転ばされた時、僕は心底驚いていたのだ。

　僕は緋達を見下し、同情していたはずなのに、どうしてこっち側に回っているんだろう？




　僕と緋達の違いは、変わらず学校に行っているかどうかだけで、扱いには大差が無い。イジリが酷ひどいイジメにまで発展していないのは、あんまり抵抗していないからだろう。これで緋達のように分かりやすく反応したら、もっと酷いことになっていたはずだ。

　無反応に徹しつつ、流せるところは流し、勉強にだけ集中する。それが、僕に出来る唯一のことだった。

　ただ、何度も考えた。

　もし緋達が学校に来るようになったら、ターゲットはそっちに移るんじゃないか、と。




　帰りはあの景という女の子とは一緒にならなかった。帰りの時間はバラつくだろうから、当然といえば当然だ。今日も黒板の落書きに始まり、移動教室の際に部屋に鍵をかけて締め出されたり、授業で指された際に笑われたりと酷い一日だった。気分が際限無く落ち込みそうなところを、景との思い出だけがどうにか支えてくれていた。

　これが卒業まで続くと思うとゾッとした。二年から三年に上がる時にはクラス替えが無いからだ。その前にクラスの連中が僕をイジるのに飽きてくれたらいいけれど、正直あまり期待出来ない。

　家に帰ると、母親から、遅くなるという連絡が入っていた。食品会社でバリバリ営業として働いている母親は、大体の場合帰宅が深夜になる。それだけ働いても、シングルマザーの稼ぎは厳しい。

　冷凍庫から冷凍のおかずセットを取り出し、チンしてもそもそと食べる。母親が営業で卸しているシリーズで、もうすっかり飽きてしまった味だ。でも、下手に新しいものを食べるよりも安心できてずっといい。

　食べながら、パソコンを起動してＳＮＳに潜る。そして、いつも通りとある単語を検索した。

　ブルーモルフォ。

　途端にありとあらゆるブルーモルフォに関係する投稿が表示される。一日見ていなかっただけで、ブルーモルフォの投稿が大量に増えていた。




『ブルーモルフォへの招待をようやく受けることが出来ました！　多分自分の思ってる方法で間違い無いはずです。ブルーモルフォに入りたい方、連絡してください』

『世の中のブルーモルフォ情報の大半が噓うそ。新規会員とか受け付けてないし、そもそもアジア人はブルーモルフォに入れないとされてる。こんだけ情弱が多いと騙だますの楽しいだろうな』

『ブルーモルフォ入れました！　羽化までいけるかなー？』

『ブルーモルフォなんて存在してないよ。ただの都市伝説』

『ブルーモルフォをやったら死にます』




　そこまで読んだところでふーっと息を吐いた。相変わらずブルーモルフォに関する情報は玉ぎよく石せき混こん淆こうで、大半がゴミだ。

　僕はこのブルーモルフォを追い始めて、三ヶ月くらいになる。

　ブルーモルフォというのは、いわゆる参加型のミッションゲームだ。ルールは簡単、ゲームマスターから送られてくるミッションを言われたとおりにこなしていくだけ。

　そんなものの何が楽しいのかと言われそうだけど、ブルーモルフォの肝は、招待されなければ出来ないゲームだということである。まず招待されなければ遊べず、ミッションをこなさなければ参加し続けられないのだ。なので、ちゃんとミッションをこなす必要がある。そして、ミッションをこなせばブルーモルフォの中でのランクも上がる。

　そして、最終的には素晴らしいところへ行くことが出来るのだ。

　素晴らしいところとかミッションとか、その辺りはかなり抽象的で分かりにくい。けれど、簡単に言ってしまえばこれは会員制のＳＮＳのようなものなのだ。

　一説によると、素晴らしいところというのは、ミッションをしっかりとこなすことの出来た人間の所属する秘密クラブなのだそうだ。フリーメイソンとかメンサと同じで、そこでは選ばれた者達の交流が待っている。

　一方で、ミッションをこなせず資格を剝奪される者や、見込みの無い者には死が待っている──やると必ず死ぬゲーム、ともブルーモルフォは称されている。人を操り洗脳し、自我を失わせて殺す為ための大量殺人ゲームなのだと言う人もいる。

　総じて、ブルーモルフォとは今一番熱い都市伝説と言っていいだろう。

　噓か本当か、実在か非実在かで揉もめ続つづけているブルーモルフォだけれど、僕は必ずあると信じていた。ここまで話題になるからには、絶対にバックグラウンドが無いといけないだろうから。

　そうして、そうした情報は僕のような人間には、あるいは恐らくはＳＮＳで情報を死にもの狂いで集めている人間にも届かないものなのだろう。

　もし僕がブルーモルフォに入れたら、きっとミッションを次々にこなし、頭角を現せるはずだ。僕はそこらの人間とは違って、れっきとした覚悟があるからだ。そして、必ず最後まで到達してみせる。

　そうしたら、クラスの奴らのようなくだらない人間とは、もうかかわらずに済むだろう。

　ブルーモルフォのシンボルは、その名の通り青い蝶ちようだ。光り輝くそれの画像だけが、ＳＮＳやネットを自由気ままに飛び回っている。

　こんな噓の情報じゃなく、本物の情報がほしい。どうにかして、ブルーモルフォのプレイヤーになりたい。

　どこにも希望を見いだせない僕のような人間にとっては、ブルーモルフォこそが脱出の方法だった。




「延田。お前、緋達の家に行って同意書を貰もらってきてくれないか」

　担任がそう言って一枚のペラ紙を見せてきた時、本当は「はあ？」と言って突き返してやりたかった。内容を見ると、学校行事のなんたらかんたらと書いてある。

「なんですか、これ」

「今度、テレビの取材が来るらしいんだよ。体育祭と文化祭に。その同意書だ」

「緋達さん、どうせ学校来てないじゃないですか。こんな同意書要らないでしょ」

「一応全員分の署名が必要なんだと。あとでクレーム入れられても困るだろうしな。それに、緋達だって急に来る可能性があるだろ」

　まるで急に出てくる野生動物のような言い草だった。

「なんで僕が……」

「延田は緋達とまだ話せるだろ？　内申に色つけるから、どうにかしてくれないか。郵送だと無視されるだろう、多分」

　担任は、緋達が酷いからかわれ方をしていても、僕が情け容赦なくいじられていても何にもしようとしないやる気の無い男だ。本来なら、緋達があれだけからかわれている時になんとかしなくちゃいけなかったはずなのに。挙げ句の果てに、クラスのおもちゃである僕達を一まとめにして良いように扱おうとしている。

　屈辱だった。でも、断ることも出来ない。だって、内申くらいしか、僕は高校生活の目標が無いからだ。せめてもの反抗で雑に同意書を取り、ぶっきらぼうに緋達の家の住所を尋ねた。




　緋達の家は駅から遠く、この暑いのにしばらく歩かされた。途中で何度も引き返そうとしたけれど、せっかくここまで来たのだからという気持ちが強く、結局抜けられなかった。

　緋達の住んでいるアパートは僕の家と大して変わらないか、やや酷いくらいの物件で、ゴミ出しが徹底されていないのか、饐すえた臭いがした。あの緋達にお似合いの場所だ、と僕は思う。

　インターホンを鳴らしても、しばらくは誰も出なかった。もしかして、学校をサボって遊び歩いているのだろうか？　あの緋達が？

　次に出なかったらやめようと思いつつ、もう一度鳴らす。

　すると、ようやく「はあい」と不機嫌そうな声がした。

　出てきた緋達は、学校に通ってもいないくせに体操服を着ていた。よれよれの襟元がだらしなく、相変わらず清潔感が無い。

「あれ。あんたって……何だっけ。クラスの、しょぼいタイプの奴でしょ」

「延田」

「あー、そんな名前だった気がする」

　緋達がくすくすと笑う。緋達のような人間に馬鹿にされたことが悔しくて、やっぱり帰ってやろうかと思った。

　緋達の背後に見えるワンルームは、布団が二枚敷きっぱなしで汚れきっていた。台所には洗っていない食器が積まれており、部屋にはペットボトルが散乱している。こんな部屋に住んでいるから汚くなるんだな、と納得がいくような部屋だった。

「で、何の用？　延田くん」

「別に来たくて来たわけじゃないからな、こんな小汚いゴミ屋や敷しき。学校がなんか同意書必要なんだってよ。お前のサインもらったら、すぐ帰るから」

「はいはい分かった分かった」

　緋達はつまらなそうに言うと、僕の手に持っている同意書を引ったくり、部屋の中にごそごそと戻っていく。多分筆記用具を探しているのだろう。この間取りだと、玄関から部屋の中が丸見えすぎて気まずい。

「ペン貸してやるから戻って来いよ」

「大丈夫、あったあった」

　緋達はまたのそのそと玄関まで戻ってくる。その手には、青いペンが握られていた。同意書へのサインに青いペンなんか使うのかよ、と思ったが、僕にとってもどうでもいい書類だ。緋達直筆のものであるだけいいだろう。

　緋達がドアを下敷きにして、汚い字で名前を書く。緋達美姫。あいかわらず、全く似合わない名前だ。

「これでいいでしょ？」

「ああ、大丈夫なはず」

「それじゃあ、おつかいお疲れ」

　学校に来られなくなった引きこもりのはずなのに、緋達はやけに元気だった。むしろ、学校に来ないことを選んだからこんなに元気なのだろうか。ワンルームは暗くて狭いが、テレビとパソコンの明かりのお陰で少しだけ秘密基地めいている。そのまま立ち去ろうとした瞬間、とあるものに気がついた。

　緋達の太い手首に、赤い傷があった。

　それは不格好だったけれど、紛れもなく蝶の形をしていた。

「ブルーモルフォ……」

　小さく呟つぶやくと、緋達はにやりと笑った。

「ブルーモルフォ、知ってるんだ」

　背筋がぞわっと粟あわ立だった。緋達からその単語が出るとは思わなかったからだ。美しく静せい謐ひつな青い蝶のイメージが、緋達に侵食されているようで不快感を覚える。

「知ってる。でも、あんなの都市伝説だろ。選ばれた集団への招待とか、ミッションだとか……」

「信じてないわけ？」

「信じてない。くだらない噂うわさだ」

「一番有名なミッション十二、身体のどこかに蝶の形の傷を刻む」

　心臓が高鳴る。ネットでブルーモルフォについて調べた時に、載っていたミッションだ。

「調べればすぐ出てくるミッションだ。本物かどうかも分からないし……」

「本物だよ。だって私、ブルーモルフォのプレイヤーだから」

「噓だ！」

　信じられなかった。よりによって緋達がブルーモルフォに選ばれるはずがない。ブルーモルフォはもっと特別な人間が招待されるべきもののはずだ。緋達のような誰からも嫌われる、爪つま弾はじきの人間が選ばれるはずがない。

「疑うなら、招待してあげようか？　ブルーモルフォに」

「え？」

「私はプレイヤーだから、他の人間を選んでプレイヤーにすることが出来る。もし延田が人生を変えたいなら、ブルーモルフォに招待してあげてもいい。本当にその覚悟があるなら、だけど」

　噓だ。そんなはずがない。僕のブルーモルフォが、よりによって緋達のような人間から始まるはずがない。けれど、緋達は自信に満ちていて、堂々としていた。その姿は、僕の想像するブルーモルフォのプレイヤーそのものだった。

「……本当に信じてほしいなら、僕のことを招待してほしい。もし本物だったら、お前のことを見直してやる」

「そんな軽い気持ちでプレイヤーになろうとしない方がいいと思うよ？　ブルーモルフォはただの遊びじゃない。一歩間違えば、あんた、死んじゃうかもしれないんだからね」

　緋達の口にする「死」という言葉には冗談とは思えないような生々しさがあって、少し僕をひやりとさせた。

　だが、もしかしたら僕の憧れていた世界はそこにあるかもしれず──僕の命にも人生にも、現状大した価値は無かった。

　即すなわち、緋達の申し出を断る理由なんて、僕には一つも無かった。

「なんでもいいからＳＮＳのアカウントある？　それがブルーモルフォへの窓になる」

　僕は使っていなかったＳＮＳのアカウントを緋達に教えた。満足そうに緋達は頷うなずくと、部屋の中に戻り、小さな青い蝶のキーホルダーを取り出してきた。

「参加する時に、必ず青い蝶の何かを見せるように言われるから。それがミッション一なんだけど、持っとくと話が早いの」

　作りはちゃちで安っぽく、どこかのテーマパークで売られている量産品のお土産のようだった。僕のイメージするブルーモルフォには似合わないけれど、どことなく緋達には似合っている。蝶に憧れて蝶になり損ねた不格好な存在だ。

「……これだけで済むの？」

「入るだけならそこまで難しくないよ。みんな勘違いしてるけどね。でもおめでとう、延田くん。君は他の人とは違う特別な人生を歩み始めた」

　教室にいる時とはまるでちがう、生き生きとした様子で緋達が言う。あの自己紹介や今の様子を見るに、こういったお調子者の面が本来の緋達なのかもしれない。

「それじゃあ、一緒に頑張ろうね。私は絶対にブルーモルフォから抜けない。必ず羽化して、こんな人生から抜け出してやる」

　緋達はギラつく目でそう言うと、アパートのしょぼい扉を閉めた。

　僕に残ったのは、緋達のサインが入った同意書と、青い蝶のキーホルダーだけだ。

　いてもたってもいられず、僕は急いで走った。こんなところから、僕の求めているものが始まるはずがない。




　けれど、僕の予想はあっさりと裏切られた。

　メッセージアプリを起動すると、知らないアカウントからメッセージが届いていた。そこには、とあるマイナーなメッセージアプリをダウンロードすることと、ダウンロードしたら『クラスタ』に加入すること、というのが簡潔に記されていた。

　その簡潔さが、より本物らしさを際立たせていて、僕は小さく息を吞のんだ。それに、このクラスタという言葉。これはＳＮＳで噂されているブルーモルフォ用語だ。ゲーム内のグループで、ちゃんとミッションをこなしているかを監視し合い、承認を送る。

　全ての手順を終えると、新しい画面に飛ばされた。

　そこには、青い蝶の画像と一緒に、最初のミッションが刻まれていた。




　ミッション一、青い蝶がモチーフのものを探し、クラスタに見せろ。




　僕はすぐさま緋達に貰った青い蝶のキーホルダーの写真を上げる。ものの数秒で、承認が通った。

　これで僕は、ミッション一をクリアして正式にブルーモルフォのプレイヤーとなったわけだ。

　すぐさま、プレイヤー登録フォームが送られてくる。思ったよりも色んな項目があった。プレイヤーネーム、趣味、初めて噓を吐いた経験、人間以外に生まれ変われるなら一体何になりたいか、来世はあると思うか、最後に思い切り泣いたのはいつか。

　改めて考えたこともないことを、僕は真剣に入力していく。もしこれが本物のブルーモルフォじゃなくて単なる詐欺サイトだったら、恥ずかしくなるくらい赤裸々に。

　全ての項目を書き終えて送信すると、すぐに承認が来た。この承認が、思いの外心地よく感じた。普段はどんなものであれ、誰かから認められてこうしてオーケーをもらうことなんて無いからだ。

　スマートフォンをスワイプし、新しいミッションが無いかを頻しきりに探す。

『次』が表示されるまで、僕はずっと同じことをし続けていた。




　ミッション二、あなたが自分の中で一番嫌っているところを挙げ、理由を述べてください。




　性格。全部ヘラヘラ笑って流してしまう。夜寝る前にベッドで死にたくなる。見み栄えっ張ぱりで誰にも相談出来ない。




　ミッション三、自分の嫌いなところを十個挙げてください。




　顔、身長、真面目なのに頭が悪い、ブサボ、人から舐なめられる、歯並び、緊張しやすい、卑屈、すぐマイナス思考になる、面倒臭がり。




　次の日、俺は同意書も無いのに緋達の家に行った。

　緋達はインターホンを鳴らすと、昨日とはうってかわってすぐに出た。緋達の顔は得意げで、僕に向かってどうだと言いたげだった。

　外とあまり変わらない蒸し暑さの部屋に通され、缶に入ったシケたコーラを渡されると、ようやく本題が始まった。

「どうだった？　ブルーモルフォ」

「プレイヤーになった。でもあれ、本物なのか？　イメージより随分ちゃちいけど」

「ちゃちいと思うなら、しばらく続けてみな。そうしたら、あれが本物で、どんなものかわかるから」

　自信満々に言う緋達を見ていると、流されやすい僕は余計に本物感を感じてしまって、黙らざるを得なくなった。

「ブルーモルフォって本当にいいもん？」

「いいもんだよ。私やあんたみたいなタイプには特に」

　一まとめにされたことに腹を立てつつ、まずはもう少し情報を引き出すことにした。

「ブルーモルフォって実際のところなんなの？　ミッションを続けていったら一体何が起こるわけ？」

「なんかあんたしょっぱいな。映画もネタバレ検索してから観みに行くタイプでしょ。なんかひっかかるならやめればいいんだし、深く考えすぎ。今ならやめられるよ」

「今ならってことは、後からはやめられなくなる？　抜けられないって本当なのか」

「あんたって本当にブルーモルフォに興味津々なんだね。学校じゃそんなこと分かんなかった」

　鬱陶しそうに言いながらも、緋達の顔は楽しそうだった。オタク特有の、同士を見つけた時の笑みが浮かんでいる。

「ブルーモルフォの全容なんて、私にも分かんない。色々噂されてるけど、本当はただのニッチな会員制ＳＮＳグループなのかもよ。やってることも、まあＢｅｒｅａｌみたいなもんだし」

「Ｂｅｒｅａｌなんて知らないだろ。やる友達いなさそうだし」

「でも、私はやめない」

　緋達ははっきりと言った。

「折角話題になってるものに潜り込めたんだから、最後まで暇つぶししよっかなって。今、ＳＮＳじゃみんながブルーモルフォに夢中じゃん。これが本物かどうかは分かんないけど、沢山あるフェイクサイトの中で、これが一番それっぽい。だから続ける」

　つまり、緋達にとってはこれはＳＮＳの奴らから一歩抜きん出ることの出来るツールのようなものなのだろうか。僕にとっては、ブルーモルフォは噂の最前線にあるもの、非日常の一端だけど。男と女の捉え方は、そこらへん結構違うのかもしれない。

「それで、緋達はブルーモルフォの招待をどうやって受けたわけ？　お前もどこかから招待されたんだろ」

「そりゃ、私はインターネットのアンダーグラウンドに詳しいから。そこら辺はまあ色々よ」

　緋達は適当に濁した。その出所を知ろうとすると、また興ざめしそうだったので、黙っておく。僕はこの緋達経由のブルーモルフォを、本物だと思い込みたかった。

「それで、聞きたいことってそれだけ？　まあ、ブルーモルフォ初心者なら、知ってる人にあれこれ聞きたくなるか」

「教えを請いたいわけじゃないから。説明責任みたいなもんだよ」

「でも本当に、ブルーモルフォをガチでやるなら、あんまり適当に向き合わないでよ。私とあんたはプレイヤー同士として、ミッションをクリアすることのみ目指す。おーけー？」

「別に元から馴なれ合あう為に来てるわけじゃないから」

「わー、馴れ合い。尖とがったこと言うね。まあ、利害が一致してて何より。私も単に一人で頑張るより張り合いは出るか」

　ちょっとムカつく言い回しで、緋達が笑う。

　こうして僕は、あまり思いもしなかった方向から、ブルーモルフォへの一歩を踏み出した。




　ミッション四、自分が一番誇らしいと思ったことを書く。




　シングルマザーのお母さんに心配させないように、小さい頃から一人で食事の用意なんかをしてること。




　ミッション五、その誇らしいと思った経験を台無しにするようなことがあるとしたら、一体どんなことだろうか。




　具体的には分からないけど、母親を泣かせるようなことをする？




　ミッションをこなすことで、大きく変化したことがあった。クラスタに所属している他の人間のことが分かるようになったのだ。勿もち論ろん、名前や住所などのモロな情報は見えない。けれど、その人が何を恥ずかしいと思っているかや、どんな過去を無かったことにしたいと思っているかのかなりパーソナルな情報を閲覧することが出来た。

　これは、僕も答えたミッション二や三のような情報が見られているのだろう。こうやって晒さらされることを想定していなかったので、少し戸惑ったが、これでクラスタの結束を強めるということなのだろう。

　それに、こうして人の秘密を見ることが出来るのは面白かった。色んな年齢の人が様々な悩みを抱えているのを感じると、なんだか少し勇気が出てくる。かといって、僕の現実は変わることはないのだけど。

　僕と緋達がブルーモルフォのプレイヤーであったとしても、学校での扱いはまるで変わらない。

　緋達は相変わらず学校に来ず、どこかで盗撮された写真を印刷してクラスに貼られ、本人のいないところでおもちゃにされていた。

　僕も僕でそれと同レベルの扱いを受けていた。登校するなりゴミを投げつけられ、クスクスと笑われる。机の中にも丸められたプリントや飲み終えたペットボトルが詰め込まれている。僕はそれを大したことじゃないように処理する。

　気を逸そらす為に、僕はブルーモルフォのアプリを開く。まだ新しいミッションは追加されていない。

　ブルーモルフォはただのゲームだけれど、少なくとも僕にとっては、今この現状からは解放してくれるものでもある。何度もスクロールで更新をして、何かすることがないかを探す。すると、丁度その時を見計らったかのように、新たなミッションが追加された。

　それを見た瞬間、僕は教室から飛び出して階段を駆け上っていった。何かから逃げる為じゃなく、何かを達成する為に走る。

　表向きには立ち入り禁止になっている屋上は、声のデカい奴らが解放感を求めて侵入しまくるせいで、実質フリーの遊び場になっている。僕はここにくるのは初めてだった。風が、信じられないくらい気持ちいい。

　フェンスの近くまで行き、スマートフォンのカメラを起動させる。

　落ちたら一発で死ぬような高さを覗のぞき込こみ、僕は小さく息を吐いた。

　一瞬、蝶の気分になれた気がした。




　ミッション七、自分の知っている中で一番高い場所に行き、写真を撮れ。




『やるじゃん』

　手首に刻んだ蝶の形の傷を見せると、ビデオ通話をしている緋達が笑いながら言った。

　ミッション十二は、ブルーモルフォの象徴とも言えるミッションであり──情けないことに、やめようかと思ったミッションでもあった。

　緋達は既に済ませていたミッションだというのに、いざ自分がやるとなると、傷で絵を描くということが怖くてたまらなかった。

　カッターの刃を出し、肌に滑らせると鋭い痛みが走る。細い傷からぷつぷつと血の玉が出てくる。絶望的なのは、こんな浅い傷ではちゃんとした蝶の傷として残らないということだった。

　緋達、あの緋達ですら出来たのに。ちゃんとやらなくちゃ。

　この間、僕のミッションが初めて承認されなかった。

　学校の屋上から撮った写真では、高さが全然足りないということらしかった。

　僕は仕方なく帰り道に駅ビルに寄って、屋上駐車場から写真を撮った。そうして比べると確かに僕の送った学校の屋上は高さが物足りず、ちゃんとミッションに向き合っているとは思えない出来だった。

　クラスタはただミッションをこなしているかを機械的に見ているのではなく、ちゃんとそれに真摯に向き合っているかどうかを判断しているようだった。つまり、生半可なものを提出しても拒絶されてしまう。

　僕は意を決して、もう一度カッターを握る。さっきよりも深く刺すと、痛みで涙が出てきた。

　お風呂場を血まみれにしながら出来上がった蝶は、僕の魂の結晶だった。痛くて苦しかったけれど、終わってしまえばじくじく感じる痛みすら、達成感に変わっていた。

　終わった後は買っておいたガーゼと包帯でぐるぐるに巻き、痛み止めを飲む。当然痛みはそうそうやわらがず、耐えるしかなかった。あんまり痛そうにしていると、母親にも怪しまれてしまう。

　クラスタからはあっさりとミッションの承認がきて、逆に拍子抜けしてしまった。もっと特別な一歩として祝ってもらえると思ったけれど、そんなこともなかった。

　その代わり、クラスタの他の人間の傷も閲覧することが出来るようになった。

　みんなカッターで彫ったような痛々しいものばかりだったけれど、中には本物の入れ墨のような綺麗な蝶を彫っている人もいた。それぞれがちゃんとブルーモルフォに向き合い、こんな風に傷を作っているのだと思うと、今までとは違う責任感のようなものが生まれてきた。

　ここまできたらブルーモルフォを完遂しよう。そう思えるようになったのだ。

　勢いのまま、傷の写真を緋達にも送った。すると、緋達はすぐに通話を掛けてきた。

『ついに本当のブルーモルフォまで足を踏み入れてきたんだね』

「正直、自分でも馬鹿げてるんじゃないかと思ってる。めちゃくちゃ痛いしマジで」

『痛いのなんかすぐ忘れるよ』

　そして、緋達は先述の、らしくない労ねぎらいの言葉を吐いたのだった。

「やるじゃん、って言うようなことか？　これ」

『まあなかなかやるじゃん、は正しいでしょ。私の方が絵心あるなーと思ったけど』

「どっちもどっちだろ」

　緋達と話していると、さっきまでの不安や痛みへの恐怖がどんどん薄まっていくようだった。それと比例して、蝶を無事に彫ることが出来たことへの喜びが溢れてくる。紛れもなく、自分は人が躊ちゆう躇ちよするようなミッションをこなしたのだ。

『でも、本当に見直したよ。延田って結構根性あるんだ』

「根性っていうか……ミッションならやるしかないだろ。それだけ」

『そんなに根性あるなら、学校の奴らにも立ち向かえそうなのに』

　そう言われた瞬間、ぐぐ、と胃の辺りに鈍い痛みを感じた。

　ブルーモルフォのミッションをこなせるだけの力があれば、学校の奴らなんか取るに足らないのかもしれない。それに、今の僕はクラスタという大きな存在と繫つながってもいるのだ。学校なんてちっちゃな世界でイキっている奴らなんて、少しも怖くないはずだ。

　でも、自分がそうやって立ち向かうビジョンは全く浮かばなかった。代わりに、ブルーモルフォに書いた自分の欠点が頭の中をぐるぐると回る。卑屈で弱くて、行動力が無い。他人の顔色ばかり窺うかがっていて恥ずかしい。

「ああいうのは相手にしただけ損だろ。こっちが無視してればすぐ飽きるし」

　口から出てきたのは、恥ずかしいくらい分かりやすい虚勢だった。けれど、緋達はそれに対し突っ込みを入れることもなく、他愛の無いアニメの感想なんかに話題を移した。

「そっちはどうなんだよ、ブルーモルフォ」

『え？　そうだな。充実してる。やりがいあるしね』

　事もなげに言うと、緋達は一度大きく頷いた。

『やることがあるっていうのは良いものだよ、うん』

「なんだよそれ。隠居したばあちゃんみたいだな」

『ブルーモルフォだけが趣味のばあちゃん！』

　そう言って、緋達は手首の蝶を晒しながら笑った。




『ブルーモルフォって知ってる？』『友達の友達がやってるらしい』『実はＭＡＴＡＮＡが極秘でやってる採用試験らしいよ』『だったら就活しないでブルーモルフォガチろうかな』『お前じゃ無理ｗｗｗ』『ブルーモルフォって最終的にみんな死ぬらしいよ。呪われてるから』『話が雑すぎるのおもろい』『あれって非合法の裏バイト斡あつ旋せんする仕組みだから迂う闊かつに触ったらそういう意味で死ぬって』『裏バイト出た何でも裏バイト』『ブルーモルフォ最高だよ』『招待されないコミュ障だけがネガキャンしてる』




『誰かブルーモルフォに招待してくださる方いませんか？　場合によっては金銭取引も視野にいれています』




　ミッション十三、誰かのアカウントに対して罵倒の言葉を送る、をこなした頃から、ＳＮＳではにわかにブルーモルフォへの言及が増えてきていた。大方、見境の無いインフルエンサーや動画投稿者が噂を適当にまとめてブルーモルフォを喧けん伝でんした結果だろう。

　ミーハーな取り上げられ方は不快だったものの、ブルーモルフォが話題になっていること自体は嬉しくもあった。僕はみんながこんなにも情報を求めているブルーモルフォの、正式なプレイヤーなのだ。

　ＳＮＳではブルーモルフォの招待に対してお金を払うという人間が出たり、その募集をカモにしてニセの招待を摑つかませる奴が出たりと、ブルーモルフォの静かな熱狂が地味な問題を起こし始めていた。それを見ると、どうしてもニヤついてしまう。

　ミッションを順調にこなしているお陰で、緋達と同じように僕にも新しいプレイヤーの招待権が与えられていた。でも、これを安易に売ってお金を稼ぐことは出来ない。何故なら、招待した人間が安易にブルーモルフォを辞めようとしてしまうと、その責任は招待した側にも及ぶからだ。

　このルールを知った時、僕は緋達のことを考えていた。つまり、緋達は僕がブルーモルフォから逃げだそうとした時には連帯責任を負うことまで考えて僕を招待してくれたのだろうか？

　一瞬そう考えてから、緋達のことだからそこまで考えずに招待したんだろうとも思った。あの時の緋達は、ただイキるためだけにやっているだけで、そこまでブルーモルフォに対して熱心でも無さそうだったからだ。

　でも、もしそうなんだとしたら？

　僕は、バッグにつけてある青い蝶のキーホルダーに視線を落とした。緋達から貰ったあれだ。学校にいる時も、これを見ればブルーモルフォのプレイヤーであることを思い出せた。ショボくてちゃちくて大したことのないものなのに、初めてのミッションに関わるものだからか、僕にとっては特別なものになっていた。

　ブルーモルフォが話題になり始めている今、これをつけていることで悪目立ちするかもしれない──なんて、自意識過剰なことを考えた、その時だった。

「それ、青い蝶だね。ブルーモルフォ？」

　涼やかで美しい声がした。

　気づくと、電車は僕にとって特別な駅を通過していた。

　僕が焦がれてやまない、──景の乗ってくる駅に。

　景は上目づかいのまま、ブルーモルフォのキーホルダーを優しく突いた。

「あ、ごめんね。いきなり話しかけちゃって。こういうところが、いつも距離感を間違えてるって言われるんだよなぁ……」

「え、あ、いや、僕は全然良いんだけど、その、何？」

「もしかして、可愛いからつけてるだけだった？　ごめんね！　急に」

　景が慌てたように言う。近くで見た景は本当に綺麗で、この世のものとは思えないくらいだった。焦がれたブルーモルフォと、焦がれた女の子の印象がダブる。景はどことなく、蝶に似ていた。

「いや、合ってる」

「え？」

「これは、ブルーモルフォを意識してつけてる。僕は、プレイヤーだから」

　僕が言うと、景が大きな目を見開いた。相当驚いているようだった。まさか、本物のプレイヤーに会うとは思わなかったんだろう。

　僕は僕で、情けないくらいに狼ろう狽ばいしていた。一生話しかけられない相手だと思っていた景が、あっちから僕に話しかけてくるなんて。普通なら絶対にありえないことだ。

　もしブルーモルフォが流は行やって、景がそれに興味を持つなんて奇跡が起こらなければ。

「君……名前は？」

　僕が尋ねると、景は花が咲くように笑った。

「私？　寄よす河が景けいっていうの」

「よすがけい……どんな漢字？」

「寄せるの寄に、大河の河、それに、風景の景」

　僕の思っていた通り、彼女の名前は「景」だったようだ。

「君の名前は？」

「えんだ、延長の延に、田んぼの田、それに臨海とかの臨で、のぞむ」

　僕の名前を耳にした時、景は少しだけおかしそうな表情を見せた。僕のような平凡な人間には似合わない、凝った名前だからかもしれない。緋達とは比べものにならないだろうが、僕もまた、名前でからかわれる側の人間だった。

「素敵な名前だね。覚えたよ」

「あ、ありがとう。寄河さん」

「それで……延田くんは本当にブルーモルフォのプレイヤーなの？」

　僕は車内を見回してから、素早く自分の袖を捲めくった。そこには、カッターで刻みつけたばかりの、生々しい蝶の形の傷跡があった。それを見た景が息を吞む。

「ごめん。いきなり見せるようなものじゃなかったね」

「ううん。びっくりしたけど……すごいね。痛くないの？」

「大丈夫だった。それに、これは大したミッションじゃないんだ。通過儀礼みたいなものだよ。節目に、この傷を刻んでブルーモルフォの完全な仲間入りを果たすんだ」

　ちょっとかっこつけて僕が言うと、景は驚き戸惑いながらも、少し尊敬を感じる目で僕のことを見た。背筋がぞくぞくした。

「……延田くんは強いんだね。私にはまだそこまでの覚悟が出来なさそう……」

「たいしたことじゃないよ。ブルーモルフォの導きに従う覚悟を決めれば怖くなんかない」

　景が押し黙る。こんなに上う手まく話せたのは初めてだった。景を前にすると、言葉がすらすらと湧き出てくる。これも、ブルーモルフォのミッションをちゃんとこなせているからかもしれない。ブルーモルフォが、僕に力をくれているのだ。

「ブルーモルフォに興味があるの？」

「……噂を聞いたことがあって、ちょっとだけ気になってた。どんなものなのか、実在するのかって」

　わかっている。景が興味を持っているのはブルーモルフォであって、僕ではない。それなのに、どうしてこうも胸がざわめくんだろう。ブルーモルフォのプレイヤーでよかった、と僕はよこしまにも思う。ブルーモルフォは誰かの気を引く為のものじゃないのに。

「それなら、寄河さんも一緒にやらない？　僕なら君を招待出来るよ」

　一世一代の告白をするつもりで、僕は景にそう言った。心臓が高鳴って痛いくらいだった。

　もしブルーモルフォで景と繫がれたら、その絆きずなはきっと特別なものになるはずだ。今緋達と結んでいる奇妙な繫がりとは違う、僕の求めた非日常が。僕は景に対して責任を負う。プレイヤーの連帯責任が、そのまま僕達の絆になる。

　考えてみれば、僕はずっと、ブルーモルフォにこの美しい女子高生を重ね合わせて見ていたのかもしれない。僕が焦がれてやまないもの。それなのに手に入らないもの。

　今、それが手に入る時がきたのかもしれない。

　けれど、景はゆっくりと首を振った。

「ごめんね。すごく興味はあるけど……私はやっぱり少し怖いな。ブルーモルフォって、人が死ぬこともあるって噂で聞いた。そんなことになるのを想像したら、出来ないなって……」

「人が死ぬとかいうのはただの噂だよ。これはあくまで人と深く繫がる為の遊びだから」

　焦って僕が言うと、景はますます不安げに眉を寄せた。僕がぐいぐいと無理矢理薦めたせいで、余計に不安が募ったのかもしれない

　早急に話を進めようとしたことを、心の中で後悔する。

「もし景が不安なら、僕を見ていてよ。僕でブルーモルフォが本当はどんなゲームなのか見極めればいい」

「延田くんは怖くないの？」

「僕は怖くない」

　はっきり言うと、景がにっこりと笑った。そして、水色のケースに入ったスマートフォンを取り出す。

「もしよかったら連絡先交換しない？　お母さんが厳しいから、平日の夜はなかなか触れないんだけど」

「勿論。お母さん大変だね。うちも結構口うるさい方だよ」

　自分のスマートフォンに景の連絡先が追加される。こんな日がくることを、想像もしていなかった。

　何かを言うより先に、電車が景の通う高校の最寄り駅に着く。あ、と可愛らしい声を上げて、景がひらりと身を翻した。

「じゃあまたね、延田くん」

　景がこちらを振り返らずに、まっすぐに歩いて行く。その様が、あまりにも眩まぶしい。




　けれど、景には全然連絡が取れなかった。景は平日夜にはスマートフォンを使えないというし、何を書けばいいのかもまるで浮かばなかったからだ。景が興味を持つ話題といえばブルーモルフォ関連のことなのだろうけれど、それを語るには僕はまだブルーモルフォのことをまるで知らなかった。

　あとは、単純にブルーモルフォのミッションで忙しくなったのもあった。

　ブルーモルフォのミッション十四は、自分が十年以上大切にしてきたものを、誰にも見つからないように土に埋めるというものだった。学校がある分昼にやるわけにもいかず、必然的に僕は真夜中に自転車を漕こいで、こっそり森林公園にまで出掛ける羽目になった。ブルーモルフォのプレイヤーと学生という二足のわらじで、僕はあまり寝る時間も取れていなかった。

　埋めるアイテムとして選んだのは、小さい頃に母親が縫ってくれたクマのぬいぐるみだ。シングルマザーの家庭である関係上一人で留守番することが多く、眠る時の寂しさを紛らわせるために必要としていたものだ。

　流石さすがに今は一緒に寝てはいないが、部屋の簞たん笥すの上にずっと飾っていたものだった。このミッションが無ければ、捨てることはなかっただろう。

　何か適当なものを挙げて、それを埋めに行こうか。一瞬そう思ったけれど、ミッションを始める際に埋める予定のものの写真をクラスタ宛に送信しなければならなかったせいで諦めた。生半可な誤魔化しはクラスタ相手ではすぐにバレてしまいそうだったからだ。それに、ここでブルーモルフォに背くことは、真面目にやってきた自分自身を裏切る行為にも思えた。

　小さな穴を掘ってクマを放り込むと、情けないことに涙が出た。自分の大切な思い出の品が無残に土に塗まみれているということも、もう二度とこのぬいぐるみが自分の元に戻ってこないということも、耐たえ難がたいくらい悲しかった。一瞬、なんでこんなことをしているのだろうという気持ちが胸に過よぎる。でも、今更やめられない。

　母親に気づかれる前にと急いで自転車を走らせて戻ると、更に涙が溢れてきた。母親はあのぬいぐるみが無くなったことに気づくだろうか。

　そうして最後に思ったのは、緋達のことだった。

　緋達は何を埋めたのだろう。緋達は埋めて涙を流すくらい大切なものを、何か持っていたのだろうか。

　ミッションの成功を報告しても、クラスタは承認を送ってくるだけで特に褒めてくれることは無かった。そういう類いの承認の為のグループではないので当然だった。




　ブルーモルフォによって救われている部分と、ブルーモルフォによって消耗させられている部分があり、僕は少し落ち込んでいた。何をやっても気が晴れず、前々から億おつ劫くうだった学校に更に足が進まなくなる。

　ただ、僕の雰囲気の変化を敏感に感じ取ったクラスの連中が、積極的にイジってこなくなったのは幸いだった。彼らは代わりに得体の知れないものを見るような目で僕を見てきたけれど、実害を与えられるよりはずっと良かった。

　消耗する僕に対して、緋達はいつでも元気だった。

　僕よりも多くのミッションをこなしているはずなのに、緋達は生き生きとしていた。相変わらず学校には来ず、僕と話す時もビデオ通話が主だったけれど、緋達の目は爛らん々らんと輝いていて、なんだか以前とは別人のようだった。少し瘦せたのもあるかもしれない。

　緋達とはクラスタが違うので、ブルーモルフォ内での関わりは無く、その代わりに毎日ぽつぽつと連絡を取った。大体がミッションをちゃんとこなしているかどうかについての無機質な会話だったが、緋達はそれでも楽しそうだった。

「緋達はミッション十四の時に、何を埋めた？」

　意を決して尋ねると、緋達はあっさりと答えた。

『好きだったアニメの切り抜き集めたスクラップブックだよ』

「何それ、しょぼすぎ。そんなんでいいんだ」

『何言ってんの。大事なものだったんだけど！　だって、小学生の頃から溜ため込こんでいたんだよ？　流石にちょっと心にくるかなーと思ったけど、断捨離としてすっきりしたかな』

　緋達がからからと楽しそうに笑う。それを見て、僕も少しだけミッション十四を受け入れられる気持ちになった。

「ブルーモルフォの課題をこなしてる時は、自分が良い方向に向かってるような気がする。延田もそうじゃない？　どうしようもない自分とおさらばして、新しい自分になれる気がする」

「それは……確かにそんな気もするけど」

『私はどんどんミッションを進めてるよ。延田の手の届かないところまで行っちゃう。悔しかったら、あんたもちゃきちゃき進めた方がいいよーっ』

　明るく言う緋達の様子を見ていると、自分がブルーモルフォの課題で鬱々としているのが馬鹿みたいに思えてくる。本来なら緋達のように解放感で明るくなるのが正しいんだろう。そう思うと、自分はまだまだブルーモルフォに心を捧ささげられていない。

『じゃ、私も色々忙しいから切るね』

　緋達が通話を切ろうとしているのを「あ、」と言って止める。

「聞いていいことなのか分かんなかったから少し悩んだんだけど」

『うん』

　画面に映った緋達が、少しだけ真面目な、観念したような雰囲気になったのが分かる。

「その顔の痣あざって、もしかしてブルーモルフォのせい？」

　緋達の右頰には、画質が悪い中でも分かるくらい鮮やかな紫色の痣が出来ていた。顔自体も少し腫れ、左右がアンバランスになっている。すると、緋達はまたニヤッと笑って言った。

『違う違う。お母さんの機嫌が悪かっただけ。うち、普通に暴力振るうタイプの親だから。真夜中に帰ってきて急に殴られたりとかあんの』

「大丈夫なの、それ」

『大丈夫かって言われたら大丈夫じゃないけど、まあ私にはブルーモルフォがあるから』

　ブルーモルフォで家庭内暴力は解決しないだろう。いや、解決するのだろうか？　ブルーモルフォのミッションをこなすことで、緋達は現状を耐える力を得られるとか？　考えにくいことだけれど、そういうこともあるのだろうか。

　ただ、僕が心配したところで、僕は何の解決方法も持たない。ただの高校生だ。クラスメイトの家庭環境を気にしている余裕もない。

『そんじゃ、本当に切るからね』

　素っ気ない言葉と共に、緋達の映像が落ちる。後に残った真っ黒な画面に、僕の少し瘦せた顔が映っていた。

　何をする気にもなれず、僕はしばらくその顔をじっと眺めていた。




　ミッション十六は、過激な暴力描写のある映画を暗い部屋の中で観るというものだった。内容自体は他愛のないものだったが、僕にとっての難易度は恐ろしく高かった。

　何しろ僕は映画の配信サービスを利用したことも、ＤＶＤのレンタルをしたこともなかった。物心がついてからちゃんと映画を観た記憶も無い。母親があまり映画を観ないタイプだったからだ。

『じゃあさ、仕方無いから一緒に観てやろっか』

　緋達の送ってきた文面に、はあ？　と呟いてしまう。口頭で言ったところで、向こう側の緋達には伝わらないにもかかわらずだ。どう返していいか分からないでいるうちに、もう一度緋達から連絡がきた。

『もうそのミッション終わってるけど、その時に観たきっついやつがあるからさ。一緒に見せてやるよ。うちに来な』

　あんまり嬉しくない申し出だったが、ミッションをこなす為には仕方無かった。緋達の指定したタイトルをそのままクラスタに共有し、緋達の家に行った。

　緋達の家は相変わらず変な臭いがして不快だった。緋達の家の前には折れた傘や空き缶の入ったゴミ袋が放置されており、遠目から見たらあまり人が住んでいるようには見えなかった。

「来たか。おつかれー」

　まるで同僚か何かのような口調で僕を招き入れると、緋達は綿の死んだ平たいクッションを投げて寄越した。

　カーテンの締め切られた部屋はよく言えば映画館に、悪く言えば独房のように見えた。クッションを尻に敷き、小さな画面に目をこらす。

　緋達のチョイスは全く容赦の無いものだった。開始早々に人間があっさりと大した理由も無く解体されていき、悲鳴が上がる。飛び散る血と内臓を見ていたら、早々に気分が悪くなってきた。緋達も別にこういった描写が得意なわけではないらしく、気分が悪そうにしている。

　なのに僕達は全く目を逸らさずに、嫌な気持ちになりながら映画を観通した。エンドロールが流れている時には、もうしばらく映画自体観なくていいなと思うほどだった。

　全て終わっても、緋達は部屋の明かりを点つけなかった。青くなったテレビの画面を見ながら、緋達が言う。

「ブルーモルフォって最後はどうなるんだと思う？」

「どうなるって、どう……どうなる、っていうのは？」

「延田ってすぐテンパるよな。だからクラスの奴らに舐められるんだろ」

「そんなこと言ったら緋達だって酷いもんだったろ。自己紹介の時、共感性羞恥がヤバかったよ。よくあんな大失敗出来るよな」

　緋達の言葉にはカチンとくるところが多かったし、未いまだに緋達が僕のことを舐めていそうなところには納得がいかなかったが、こうして軽口が叩たたけるくらいになったのは悪くなかった。僕達は両方とも社会から見たら落ちこぼれているけれど、その代わりにブルーモルフォという特別な場所には受け入れてもらった存在だ。僕らの間にあるのは決して友情ではないけれど、青い蝶が繫いだ奇妙な絆があった。

「で、ブルーモルフォの最終形の話なんだけどさ。……最初は、ブルーモルフォは特別な人間を集める為のものだと思ってたんだよ。それこそ、これは大企業の秘密の入社試験で、ミッションを的確にこなせる人材を探してるとか」

「あー、そういう都市伝説もあったね」

　緋達が訳知り顔で頷く。

「でも、こうしてミッションをこなしてみると、なんだかそういうわけでもないような気がする。こんな風に映画を観ることに何の意味があるのか分からないし。なんか、本当にミッションをこなしたところで、それで自分が求められている人材になれているかっていうと……」

　言いながら、僕の中にあった万能感や未来への希望が、少しずつこそげていくような気分になった。自分に向き合わせるようなミッションは少し企業の面接らしいなとは思ったけれど、僕のようなまだ何も成し遂げていない人間のことを救ってくれるとは思えない。

　これはもしかしたら、ミッションを通じて自分と向き合わせるセミナーのようなものなのだろうか。もしくは、深く考えずに人を操って楽しんでいる人間の遊びのようなものなのだろうか。だとしたら、最後のミッションでは全部ドッキリでしたと明かされて、放り出されるオチになるのかもしれない。

　でも、抜け出すことは出来なかった。

　ここでやめたら、自分はいつまで経たっても変われないままだ。

　それに、ブルーモルフォにはクラスタ制度がある。自分が抜けようとすれば、クラスタが報復にやってくる。にわかには信じられないことだが、名目上はそうなっているのだ。

　あとは──景のこともあった。

　景と連絡先を交換出来たのは、ブルーモルフォのお陰だった。彼女が青い蝶に興味を持たなければ、自分はいつまでも彼女を見つめるままで終わっていただろう。

　そのことも、ブルーモルフォから離れ難い要因になっていた。

　自分には何もない。特別なのは、ブルーモルフォのプレイヤーであるところだけ。

「私はさ、特別な人間を探すとか、誰かを集めてるとか、そういうことじゃないんだって分かってきたんよ」

　緋達の言葉は独り言のようだった。

「ブルーモルフォは、自分の為だけのもの。ブルーモルフォだけが、私達をこのゴミみたいな世界から救ってくれる。単にそれだけのものなんよね」

「何そのいきなり宗教みたいな話」

「ちゃんと分かるようになってるんだよ。ブルーモルフォっていうのはただのゲームじゃなくて、神様みたいな存在が気まぐれに与えてくれた、最後のチャンスなんだって。これで変われなかったら、もうお前みたいな人間にはチャンスが無いよって、そう言ってるんだ」

　緋達の言葉が怖かった。意味の分からない言葉なのに、納得出来てしまうから。これが僕達みたいな人間に与えられたラストチャンスだと、僕だってずっと前から思っていた。

「私はさっさとこんな人生抜け出したい。蝶になりたいんだ。私は必ず羽化してみせる」

　緋達は手首の傷を見ながら言った。

　緋達の手首の傷は膿うんでしまったのか、赤く腫れて汚くなっていた。形はもう蝶には見えず、どちらかといえば形の崩れた鳥のようだった。それが綺麗な傷になることは、もうないだろう。




　ミッション二十六、代金を支払わずに店から品物を得る。




　そのミッションを見た時、息が止まった。

　何度読んでも、それは万引きをしろという命令でしかなかった。万引き。こんなミッションがくることを予想していなかった。

　ここ最近のミッションは、二十四時間何も食べないだとか、月の光に自分の悪いところを書いた紙を見せるなどの軽いものだった。それが、急にこんなミッションがくるなんて。

　クラスタにこんなことは出来ないと申し立てようとしたが、何を打っても返信がくることはなく、むしろ見限られるんじゃないかという不安に苛さいなまれた。

　それなら、という思いで緋達に連絡すると、彼女はあっさりと言った。

『そんなに難しくないよ』

「……え？　お前、やったの？」

『私は延田より先に進んでるって言ったじゃん』

　あっさりと緋達が肯定し、愕がく然ぜんとした。とっくの昔から、緋達は一線を踏み越えていたのだ。

「これからもこういうミッションはあるのか？　犯罪をするような……」

『先のミッションは教えられないよ。ブルーモルフォのルールじゃん。私は一人で出来たのに、延田はこんなことでぎゃーぎゃー言うんだ』

　その先の言葉は無かったけれど、緋達は明らかにこう言いたげだった。──失望した。

『抜けんの』

　あくまで確認でしかない声色で、緋達が言う。

　そこで思い出した。僕が怖おじ気けづいて逃げ出せば、責任は緋達が取らなくちゃいけないのだ。僕も、もしかしたらクラスタに嫌がらせを受けるかもしれない。

　緋達はやったのだ。僕がそれを出来なくて、一体どうするんだ。

「……抜けない」

『じゃ、さっさとやりなよ。クラスタに𠮟られるよ』

「𠮟られるって、お母さんじゃあるまいし」

『まあそうか、殺されるしね』

「は、」

　緋達の言葉に、一瞬時間が止まった。

「殺されるって何だよ」

『一応そういうことになってるらしいよ。信じてないプレイヤーも多いけど。私は本当なんじゃないかなと思ってる』

「何言ってんだよ。お前、漫画とかの見すぎだろ」

　怒気を孕はらんだ声で言うと、緋達は心底白けたという顔で僕を見た。

　緋達は少し見ない間に、随分変貌していた。

　大人びた、と言うにはあまり良くない変化だった。目はどこを見ているか分からず、瘦せたせいで血色が悪くなっている。唇が液晶画面越しにでも分かるくらい乾いていて、口周りだけが老人みたいだった。ブルーモルフォを楽しみ、生き生きと毎日を過ごしていた緋達とはまるで違っている。

　どうしてこうなったんだろうか？　また、母親に殴られたのか？　それとも──緋達はブルーモルフォでこうなったんだろうか？

『信じてないなら別にいいよ。その前に、罰が下るだろうし』

「罰って何だよ。クラスタからの制裁のことか？　そんなことはありえない。所詮ネットのことだろ」

『罰を下すのは神様だよ』

「……お前本当に大丈夫？　頭おかしいぞ」

『私はブルーモルフォに嫌われたくないし、ブルーモルフォに失望されたくないだけ。お前が何しようと勝手だけどさ。あー、勝手だわ。好きにすれば』

　緋達は投げやりに言うと、そのまま通話を切った。再度かけ直しても、緋達は一向に出ようとしなかった。

　緋達にまで見捨てられたような気分になって、うろうろと部屋の中を歩き回る。もし万引きをするのなら、母親が家に帰ってくるまでにやるしかない。

　自分の思考がミッションを優先し、万引きをする方向に動いていることも恐ろしかった。でも、選択肢は無かった。やるしかないのだ。そうしなければ、クラスタから制裁を受けてしまう。

　やると決めたなら早いうちにやるしかない。

　僕は自転車を漕いで、家からなるべく遠くのドラッグストアに向かった。うろうろと店内を歩き回り、なるべく簡単に盗めそうなものを探す。

　店内には至る所に『防犯カメラ設置中』のポップがあった。一瞬、この店で万引きをするのは悪手だったんじゃないかと思う。だが、今更引き返して新しい店を探すのも嫌だった。早く、解放されたい。

　手近にあったものを無造作に摑み、ポケットの中に入れる。しばらく言い訳のように店内を見て回ってから、足早に外へ出た。

　自転車に跨またがっても、店員は追ってこなかった。ペダルを踏む足を速めていく。

　出来た。出来た！　息を荒くしながら、家へとひた走る。母親が帰ってくる前に、写真を撮る。そして、ブルーモルフォに上げる。クラスタに承認を、僕を生かす承認を得られるだけのものを、僕はちゃんと盗めただろうか？

　信号待ちの時に、ポケットの中に入れたものを確認した。使う機会なんか一生無さそうな、まつげ美容液だった。これでクラスタは満足するだろうか。満足しなかったら、もう一度やらされるのだろうか。それとも──ミッション失敗として、制裁が加えられる？

　こんなことで人間が殺されるはずがない、と思う。ブルーモルフォは危険なことを敢あえてすることで結束を強める、ただのネットグループの一種だ。……だからこそなのか？と僕は思う。だから、実際に過度な罰が与えられるようなことが起こるのか？

　連鎖的に歯止めが利かなくなって。

　そのことについて真面目に考えていると、頭がボーッとしてきた。ミッションをこなしながら学校に通っているせいで、最近はあまり寝る時間が無い。そのせいで、こういう大事なことを考えなくちゃいけない時に、頭がボーッとする。

　もしかすると、ブルーモルフォは、本当に闇バイト組織か何かで、ここから僕は万引きをして品物を集める側に回されるのかもしれない。そんな馬鹿なことにまで思考が流れる。そんなはずないじゃないか。そんなはずない、そんなはずないなら……ブルーモルフォは、何が着地点なんだ？

　先のことを考えてはいられなかった。今はただ、目の前のミッションをこなすことで精一杯だった。




　ミッション二十八、一番起こってほしくないことを想像し、書きなさい。




　親が泣くこと。緋達に見捨てられること。緋達が連絡をしなくなること。クラスの奴らがブルーモルフォに入ってくること。




「延田、最近肌荒れヤバいな、生きてるグロやん」

「こんなんでテレビ出たら苦情出そう」

「通報案件だよな」

「通報案件って、語彙力神がかってるな」

　笑い声がする。クラスの奴らが、僕の肌荒れを揶揄しているようだ。ミッション二十八を終えた後から、肌が荒れ始めていた。多分ストレスなんだろう。こんな風になったことは、今までに一度も無かった。

　周りから言われていることもストレスのはずなのに、耳が詰まってよく聞こえないから、結果的に耐えられてしまっていた。自分を責めることに慣れているからか、外からの声も中からの声も区別がつかなくて、それで結果的に大丈夫になってしまっているのだ。

　僕の反応があまりに薄いからか、クラスの奴らは不気味そうに見てから、そろそろと離れていった。いい気味だった。相手にしないことが一番の反撃なのだと、僕は身を以もつて体験した。もし本当に何もかもを相手にしないでいられたら、どんなに楽になるだろう。

　ブルーモルフォのことだけに集中しなければならない。あのミッションに比べたら、全て些さ細さいなことだろうから。




　その翌週、高校にテレビの取材が入った。

　そういえば、緋達の家に最初に行ったのは、このテレビ取材に対する同意書を書かせる為だったな、と思い出す。よれよれの字で書かれた同意書を提出したはいいものの、緋達は結局学校に来ていない。そもそも、あの同意書が一枚足りなかったことで、取材が中止になったりするのだろうか。そうとも思えない。

　取材の趣旨としては、今の高校生のリアルを芸能人に見せるとかいう毒にも薬にもならないもので、廊下の端でカメラを回したり、道行く生徒に平成の頃に流行っていたものを見せたりしてきゃあきゃあはしゃぐといった、本当にどうでもいい内容のものだった。

　クラスの奴らはそんなもんなんかに出たくてたまらないようで、取材班をみっともなく追いかけ回していた。

　僕は教室の隅で息を殺し、席でせめて少しでも睡眠を取ろうと努めていた。万引きを成功させて以降、胃がずっとぎりぎりと痛んで眠れなかった。

　ようやく眠れそうだというところで、どやどやと取材班が入ってくる。どうやら、クラスのお調子者連中がわざわざ呼び寄せた結果らしい。いつもよりしっかり化粧をした女が、席にちょこんと座ってインタビューを受ける姿勢になる。僕はそいつから身を隠すように、再び狸たぬき寝ね入いりに入った。

「それで、クラスに不登校の子がいるんだっけ？」

　僕の耳に入ってきたのは、そんな言葉だった。

「はい。そうなんです。すごく大人しい子で、あんまりクラスに馴染めなかったみたいで」

「そうなんだ。心配？」

「はい。なんとか緋達さんが学校に来られるよう、雰囲気作りはしてたんですけど」

「みんなで渾名考えたり、ねー」

　ねえー、と周りの奴らも応じる。眠気は完全に醒さめていた。胃がぎゅううと引き絞られる。痛みで呻うめき声が出そうになる。

「緋達さんが来てくれて、ようやく二年五組は完全な姿になるっていうか」

「早く来てほしいね」

「このテレビの取材の間に、緋達さんが来てくれたら、熱いですよね。すごく」

　また、笑い声が上がる。

　ふざけるな。ふざけるな。緋達が学校に来なくなったのは、一体誰のせいだと思ってるんだ。そんな不可抗力みたいな、緋達に原因があるみたいなの、おかしいだろ。

　ふざけるな。お前達なんか何も成し遂げてない普通の人間のくせに。馬鹿にするな。馬鹿にするな。ブルーモルフォのプレイヤーなんだぞ、こっちは。お前らが緋達をそんな風に使うな。

　気づくと、悲鳴が上がっていた。

　鞄が床に転がって、ブルーモルフォのキーホルダーが欠けている。机が倒れている。僕は化物みたいな荒い息を吐いて、よだれをだらだらとこぼしていた。

　なんだろう。何があってこうなったんだろう。事態を把握しようとしたところで、長は谷せ川がわが僕のことを思い切り殴りつけた。

「ふっざけんな、いきなり何してんだこのカス！　意味分かんねーよ！」

「なんなのマジで、何がトリガーなん、こわ……」

　非難の声が聞こえて、ようやく自分が何をしでかしたのかを思い出した。緋達のことを好き勝手に言う奴らが許せなくて、このインタビューを台無しにしてやろうと思ったのだ。

　僕みたいな奴は、あんまり暴れ慣れてない。周りからしたら、本当にただいきなり乱心しただけの人間に見えていただろう。客観的に見ても怖い。でも、抑えきれなかった。判断力が鈍っているのかもしれなかった。

　テレビカメラの前だというのに、僕はしこたま殴られて保健室に行くことになった。多分もう学校に来ることはないだろう、と僕は思った。

『今日学校にテレビの取材が来てた』

　緋達にそう送ってみたが、返事は無かった。




　ボロボロになって帰ってきた僕を見て、母親は流石にぎょっとしているようだった。肩を揺さぶりながら、質問攻めが始まる。

「ねえちょっとどうしたの？　何があったの？」

「なんでもない」

「なんでもないわけないでしょ！　学校から、臨が取材を受けられなかった腹いせで急に暴れ出したとか聞いて。そんなことしてないよね？」

　まあ他の生徒とかからはそういうことにされるだろうな、ということを言われ、乾いた笑いが出る。これで内申も何もない。担任だってドン引きしているだろう。

「何かしたと思ってるなら、それでいいんじゃないの。もうどう思われても別にいいし。しばらく学校行かないから」

「学校行かないからって何？　臨、お前仲間外れにされてるの？　それか……変なことに手出してないよね？　薬とか……。お母さん、そういうのちゃんと分かるんだから」

　その言い草に、顔が熱くなるのが分かった。

　ちゃんと分かる？　ふざけるな。だとしたら、僕がクラスでいじられた──いじめられた時に、そっちはまるで気づいていなかったくせに！

「もういいから仕事行けよ！　そんくらいしかやること無いだろお前！　さっさと行けよ！」

　頭に血が上って、怒鳴りたくないのに怒鳴ってしまう。こっちはやることが沢山あるのに。ブルーモルフォだってこなさなくちゃいけない。緋達からの連絡は依然として無かった。何もかもが上手くいっていない気がする。どうして自分は今こうなっているんだろうか。

　母親は悲しみと戸惑いが綯ない交まぜになった顔で僕のことを見ると、そのまま逃げるように出て行ってしまった。部屋の中が沈黙で満たされると、耳が痛くなる。

　もう立っていられずに、座り込む。そのまま、スマートフォンを見た。何にも考えたくなかった。ブルーモルフォのミッションはまだ来ていなかった。緋達の連絡もない。ＳＮＳを開いた。

　トレンドがブルーモルフォ一色になっていた。




『これブルーモルフォ絡みだっていうけどどうなんだろうね』『マジでブルーモルフォって呟いてる奴のアカウント停止した方がいい、なんでもかんでも結びつけるのヤバいよ』『蝶の形の傷があったって聞いてる』『偶然それっぽい傷があっただけだって』




　ネットニュースに、リンチされて川沿いに捨てられた男子高校生の遺体の話が出ていた。損壊具合が酷いのに、右太ふと股ももだけは何もされず綺麗なままだという話だった。

　そこにどんな形の傷があるのかが、議論の的になっていた。




　ミッション三十六、人生をやりなおせるならどの時点からにするかを考えなさい。




　生まれた時から。




　ミッション三十七、手に入らなかったもののことを考え、お前はこんな人間だからそれが手に入らなかったのだと百回唱える。




　寄河景の夢を見た。夢の中では景は僕のことを好きで、電車に乗って一緒に通学していた。そんなことが起こるはずがないから、すぐに夢だと分かった。

　景ともっと早くに出会っていたら、何かが変わっただろうかと考える。景にさえ出会っていれば、きっと僕はよりよい人間になっていただろう。もう一度、全てをやり直したい。こんな人生を捨てて、次に行きたい。

　誰かに助けてほしい。誰でもいいから、ここから出してほしい。




　母親は僕をそっとしておくことに決めたようだった。

　こういう時にぐいぐい踏み込んでこないタイプだからこそ、僕と母親はシングルマザーの家庭で上手くやってこられたところがあった。時間が経てば僕が落ち着くと思っているのだろう。

「仕事行ってくるから、ご飯だけはちゃんと食べてね」

　冷蔵庫の中には手作りのおかずがいっぱい詰め込まれていた。冷凍じゃなく、手作りのものを食べさせようと思ってくれた愛情に涙が出る。けれど、食欲は全く湧かなかった。何も食べる気になれず、画面の中のミッションを食い入るように見つめる。




　ミッション四十、指定された場所に火を点ける。




　指定されていたのは、誰かの家らしかった。地図アプリで確認した限り、普通に人が住んでいる場所のようでもある。瞬間的に気づいた。これは他のプレイヤーの家で、そのプレイヤーは制裁に遭うようなことをしたのだ。

　こんなことは出来ない。そう思うと同時に、これが出来なかったらどうなるんだ、という不安が過る。ネットニュースになっていた、リンチされて殺された高校生を思い出した。あれがもしブルーモルフォの制裁なんだとしたら、クラスタの力は本物だ。僕が今ブルーモルフォから抜けようとしたら、まず間違い無く同じ目に遭うだろう。

　大変なことになってしまった。僕は今更になって後悔し始めた。こんなことになるなんて思わなかった。ブルーモルフォはただの特別なコミュニティで、ゲームで──軽い気持ちで手を出さなければよかった。今更後悔しても遅いのに、後悔が胸を苛む。

　こうなってくると、僕を安易に招待した緋達に対する怒りも出てきた。もしあそこで緋達が僕を招待しなければ、僕はブルーモルフォに参加しなくても済んだのに。

　緋達はもう一週間以上僕に連絡を返してきていなかった。

　最初の方こそ追いメッセージを送ったり、何度も通話を掛けたりしていたものの、僕はもうすっかりその気力も萎えていた。理由は分からないが、緋達は僕を切ったのだ。あるいは──。

　緋達自身が、クラスタに粛清されたかだ。

　何をやってしまったのか分からないが、緋達はクラスタに殺されたのかもしれない。そう思うと、あまりの恐怖に身震いした。

　警察に行くべきだろうか。そうしたら、助けてもらえるんだろうか。警察に逃げ込んだだけで、クラスタは僕のことを諦めるだろうか。警察に僕が事情を話している間に、母親に目をつけてそちらを殺そうとするんじゃないだろうか。そうしたら、僕のせいで母親が死ぬことになる。それだけはまずい。どこかに避難してもらうべきか。避難してくれるのか？　そもそも、避難してどうにかなるものなのか。

　警察に行ったら自分が今までやったことが全てバレてしまうのも怖かった。万引きも、ブルーモルフォなんてものに手を出してしまったことも、バレたくなかった。今になってこんなしょぼいことを気にしているのもおかしいのかもしれないけれど、僕にとっては大事なことだった。

　やるしかない。

　覚悟を決めると、反対に気持ちが落ち着いてきた。躊躇ためらっている場合じゃない。やるしかない。

　なんとなく、捨て鉢のような気持ちにもなっていた。こうなったんだからやるしかない。仕方ない。どうせ自分はクラスで暴れて居場所が無くなって、もう復帰するのも絶望的だ。こんな人生をやっていくくらいなら、ブルーモルフォで行き着くところまで行った方がマシなんじゃないか。

　ブルーモルフォで今までこなしてきたミッションを思い出すと、自分という存在が嫌になってくる。ミッションの中で向き合った自分はあまりに情けなくてどうしようもない人間だった。よくこんなに嫌いなところがあって、生き延びてこられたな、と思ってしまう程だった。

　もしかしたら、自分はずっと死にたかったのだろうか？

　そんなことまで考えてしまった。

　そうじゃなきゃ、こんなに苦しくて虚むなしいばかりの人生じゃないはずだ。振り返ってみたけれど、僕には誇れるものも嬉しいことも何もなかった。このまま殺されても、母親以外は気にもしないだろう。

　だからこそ、復ふく讐しゆうしてやりたい気持ちも出てきた。このままむざむざ殺されてたまるか。なら、抜け出そうとした奴に制裁を加えてやりたい。ブルーモルフォを穢けがした奴らに思い知らせてやりたい。ブルーモルフォの力を世間に知らしめてやりたい。

　どうせ殺されるなら、あの子に──寄河景に殺されたい。

　どうせ殺すなら、あの子を──寄河景を殺したい。

　そのどちらも、僕には到底手の届かない欲望なのかもしれなかった。けれど、ブルーモルフォという秘密が、あの子と僕を確かに繫いでくれるのだ、とも思った。寄河景はブルーモルフォに興味を抱いている。なら、特別でいられるのはこれしかない。

　そこでふと、今までに無い感情が湧き上がってくる。

　ゲームマスターに認められたい。

　ブルーモルフォには、ゲームマスターがいる。

　なんでも、このブルーモルフォのシステムを作った人間らしく、とんでもない大金持ちだとか、すごい論文を書いた学者だとか、色々と正体が推測されていた。僕も、ブルーモルフォを作った人間はただものではないとは思っていた。何かよく分からないけれど、このシステムはすごい。ブルーモルフォは、抜け出せない理由に満ちている。

　全部の要因が、僕をここから動けなくさせているのだ。もうどうしようもない。全部詰んでいる。逃げ出せない。認められたい。思い知らせてやりたい。全てが苦しい。そうして結論は、とにかくブルーモルフォのミッションだけでもこなさなければ、ということに行き着く。そうじゃなければ恐ろしいことが起こるから。それさえやっていれば、少なくともクラスタからは守ってもらえるから。

　この悪魔のようなシステムを考えた人間に、認知されたい。

　それなら、やっぱり引き下がるわけにはいかないのだ。

　母親がいなくなった部屋は、自由だった。

　手首の傷がすっかり引き攣れている。

　やるしかなかった。




　火の点け方なんて知らなかった。こんなに暑くて、蟬せみも鳴いている中で、誰かの家を焼く。その非日常感にくらくらする。

　ガソリンや灯油は手に入らなかったので、ライターオイルを買った。高校生の自分が買っても怪しまれないか不安だったけれど、大型の雑貨店の店員はさほど気にしなかった。

　実際に目の前にした家は、緋達の家を思わせるような古びた家だった。置き配用と書かれた段ボールに、チラシなどが投げ込まれている。

　人の気配は無かった。

　何かを考えるより先に、ライターオイルの蓋を開けて、置き配ボックス全体に掛けていく。

　震える手でマッチを擦ると、火の点いたそれを段ボールの中に投げ込んだ。

「わああーあ、あああーっ」

　奇妙に間延びした声が口から漏れると同時に、火が燃え上がった。

　そのまま走って逃げ出す。これがちゃんと家に火を点けたことになっているのかも分からないまま、とにかく走った。

　家の中にいる人が、さっきの自分の声に気づいてすぐに火を消しにきてくれないだろうか。自分の家の先から火が上がったら、流石に気づくんじゃないのか？　捕まりたくない。気づいてほしい。誰かに止めてほしい。矛盾した考えが頭を埋め尽くす。

　自転車で走って逃げている最中に、スマートフォンの通知音が鳴った。ミッション達成の承認を報しらせるものだ。それを見て、更に震える。この速度で承認が入るということは、今も監視されているのだろうか。また、全身が震えた。

　家には帰れない、と思った。どうしてあんなことが出来たのか分からない。やらなきゃよかった。どうして警察に行かなかったのだろう。警察に行けばどうにか助けてくれたはずなのに。景に連絡するしかない。景から連絡は返ってくるか？　返ってきたとして、何て言えばいいのか。ブルーモルフォに唆されて放火までやらかしたって？　引かれるに決まっている。

　自転車の進んでいく先がどこか、もう分かっていた。




　気づけば、空っぽのライターオイル缶を籠に入れたまま、緋達の家に来ていた。緋達の家は、更に荒れていた。何があったのか分からないが、玄関のドアに穴が開いているのを、段ボールで補修してある。

　ふらふらと、何かに導かれるままに緋達の家のインターホンを鳴らした。

　がちゃりと扉が開き、中から虚うつろな目の緋達が出てきた。

「緋達」

「なんだ、延田か。なんか、久しぶりだね」

　緋達はそのまま、のそのそと部屋に戻って行ってしまう。慌てて、その後を追った。

　部屋は脂っぽい臭いがして、前にも増して臭かった。緋達の髪の毛は何本かが束になってべったりくっついており、出来損ないの人形の髪のようだった。

「なんだよお前……風呂入ってないだろ」

「風呂ね。入ってないよ。そういうミッションだから」

「ブルーモルフォか……？　そんな訳分かんないやつまであるのかよ」

「私は今、蛹さなぎなんだ。最終段階なんだよ」

　数分するとようやく鼻が慣れてきて、普通に会話出来るようになってきた。それと同時に、緋達の今の異様な風体にも目がいった。

　緋達は、別人と疑うレベルで瘦せていた。

　あまりに急激に瘦せたからだろう、全体的に皮が余っている印象で、首の辺りはまるで老人みたいだった。

　茶色く変色した手の爪はぎざぎざと嚙かみ千切られていて、かさぶたのような跡があった。どこからどこまでがブルーモルフォのミッションで、どこからどこまでが緋達による自傷行為なのか分からなかった。

「お前、そんなんで親何も言わないのかよ」

「殆ほとんど帰ってこない奴が何か言うわけないっしょ。馬鹿だな」

　緋達が軽蔑したように言う。緋達の顔には、少なくとも殴られている跡はなかった。つまり、本当に緋達の母親はこの状況を知らないのだ。

「あんた、なんで来たの」

　緋達のざらついた声が、鼓膜を震わせる。

「……お前が、連絡もまともに返さないからだろ。お前、ちゃんと連絡くらい返せよ。死んだのかと思うだろ」

「ミッション四十八、全ての人間関係を絶って備える」

　緋達は機械のような口調で言う。

「あんた、このミッション知らなそうだね。私の方が先行ってるからか。ていうか、教えちゃダメなのに言っちゃったし。ほんとは玄関も開けるつもり無かったんだけど、」

　そこで、緋達は小さく息を吐いて、お母さんかと思ったから、と続けた。

「まあ、もう全部いいか。延田なんて、別に会っても会わなくてもいいだろ。どうせバリバリの他人だし。大丈夫か」

「他人ってほどでもないだろ。ブルーモルフォに招待したのは緋達なんだし」

「そうだね……」

　そう言って、緋達はくすくすと力無く笑った。

「あの日、あんたが家に来た日さ、私本当に屈辱的だった。こんな恥ずかしい目に遭うことあるんだって思った。教師が住所教えるとか、無いだろって思ってさ。で、そのあんたはブルーモルフォに超興味津々で。嬉しかったなあ、人が欲しがるもん持ってる人間になれて」

　三ヶ月くらい前の話なのに、緋達は心底懐かしそうに言った。

「だからとっておきの招待権を使ってやったんだよ。感謝されたかったしさ。あの時、私は持ってる側の人間になれたんだ」

「そんな理由で俺を引き入れたのかよ」

「引き入れた？　まるで騙されたみたいに言うじゃん。マジで面白いんですけど」

　緋達の笑みは卑屈で攻撃的だった。関わるようになってからのあの笑顔が好意的なものだったと、初めて知った。緋達はこんな風に笑う人間じゃなかった。緋達はもう、別人になっていた。

「どうすればいいのか分からない。このままだとクラスタに制裁される。続けられない、こんなこと。でも、抜けたら緋達が、緋達まで制裁されるだろ。どうすればいいんだ。緋達は怖くないのか」

「怖くない」

　緋達ははっきり言った。

「クラスタなんて、所詮は本質じゃない。私はマスターに見放されるのは怖いけど、マスターさえ私を認めてくれるならそれでいい」

「マスターって、ゲームマスターか？」

「私、一度話せた」

　驚きに息を吞む。

「それで、全部分かった。なんで自分がこんな目に遭っているのか、なんで私ばっかり理不尽な目に遭うのか。理由が分かったら、少しは怖くなくなった。それで、次に期待出来るようになったの」

「次……？」

「あんただって、こんな人生やり直したいと思ってるでしょ」

　怒りに満ちた表情で、緋達が言う。

「私はずっと思ってた。こんな人生カスだって。なんで自分ばっかりこんな目に遭わないといけないんだよって。でもその理不尽だって報われる日が来て、それが全部全部ブルーモルフォだった」

　ろれつが回っていない。緋達は随分消耗しているようだった。風呂も入らず、この暗い部屋で、緋達は一体どんな気持ちで過ごしていたのだろう。緋達はどろどろと蛹の中で溶け、罰を与えられでもしているかのように縮こまっている。

　その中で、緋達の目は爛々と輝きを放っていた。蝶の鱗りん粉ぷんが宿っているかのように、眩しい。

「学校、行けなくなって、辛つらかったよ。あ、あいつらに馬鹿にされたらもう取り返せないじゃんっ！　それで、もうどうしようもなくなって、お母さんも……お前はどうせ出来ないと思ってたとか言って……それで、何か、私に出来る何か特別なことが欲しかったんだ」

　それは、緋達とブルーモルフォの始まりだった。緋達が濁していた部分の話だ。

「私はさ、ブルーモルフォのプレイヤーになりたくてなりたくて仕方無かった。そうしたら、ＳＮＳで招待権持ってる奴がいて、どうしても欲しくてさ……」

　緋達の声が震えている。瞳に涙が浮かんで、干からびた顔に赤みが差す。

「そいつ、写真、送ったら、招待するって言った。だから、それで、何枚か送った、そうしたら本当に招待されたんだよ。で、ブルーモルフォのプレイヤーになった。頑張ったのにさっ、ねえ、なんか、嬉しい気持ちとどうしようもない気持ちと、混ざっちゃって。写真、私がブルーモルフォ抜けようとしたら写真もばら撒まかれると思って、抜けられなくて！」

　だから、あの時緋達はどうやってブルーモルフォのプレイヤーになったのかを言わなかったのだ。

「でも、ブルーモルフォ……ブルーモルフォのプレイヤーになった時は、誇らしかった。何も手に入らなかった人生なのに、欲しいものが手に入ったから！　馬鹿だと思うだろ！」

「分かるよ。僕だって同じようなもんだから」

　この言葉に、緋達は少しだけハッとしたが、またキッとこちらを睨にらみつけてきた。緋達にとって、僕はここにいない憎むべき誰かそのものなのかもしれなかった。

「全然違うっ。延田は分かってない！　私の辛さを分かってないっ！」

　緋達が近くにあった目覚まし時計をぶんっと思い切り投げてくる。背後の壁に当たったそれは、うっかり当たったら死ぬような重さだった。積極的に避けようとしなかった自分が不思議なくらいだった。

「そう、お前が私の家に来た時っ！　私はお見通しだったんだ！　お前は私と同じような学校に居場所が無いカスでっ！　だから私みたいな奴のところに来させられたんだろうなって！　それも……それもなんか……屈辱的だった！　私だけ、いっつもこういう冴さえない奴を押しつけられるから……」

　それは僕だって思っていたことだ。僕がクラスで浮いていて、扱いに困るような人間だから、緋達のところに行かせられる羽目になったんだと、僕も思っていた。考えている事が、僕らは本当に似ている。

「でも、そんなあんたに、私は必死で、自分の尊厳と引き換えにして手に入れたブルーモルフォの参加権をあげたんだ。なんでだか分かる？」

「……分からない」

「お前みたいな人間だったら、きっとすぐにブルーモルフォを投げ出して、クラスタに殺されると思ったんだよ」

　それを言う時、緋達は本当に残酷な笑顔を見せた。

「私はさ、クラスタに殺されるのも悪くないと思ってたんだよ。別に、生きてても仕方無いしさ。だからっ、よく知らないあんたなんかをブルーモルフォに入れたんだっ！　あんたが逃げ出したら逃げ出したで、死ねると思って！」

　そこでようやく、全てが腑ふに落ちた。招待にリスクがあると知っていながら、緋達が僕を招待した理由。なんてことはない。僕を信頼したからじゃなく、僕が下りることで自分が制裁されても、構わなかったからなのだ。

　僕に何かを見み出いだしたのでもなければ、一いち蓮れん托たく生しようの思いがあったわけでもない。それを聞いた瞬間、心がじわじわと削れていく感覚があった。

　その間も、緋達は一人でヒートアップし、殆ど叫びに近いものを垂れ流していた。

「お母さんがさあ、私に興味無いんだよ。どう頑張ってもさ、興味無いんだよ、っていうか、全然家に帰ってこないし。でも分かってるんだよなーっ、私に興味無い理由ーっ！　お父さんに似て不細工だから！　浮気して離婚した男に似てる娘とか可愛がれないんだろ！　ふざけんな！　じゃーどうしたらいいんだよっ」

　緋達の叫びは、悪臭漂う狭い部屋の中で反響していく。

「生まれた時から詰んでるんだよこっちは！　綺麗な……綺麗な蝶とは違うから……不細工な芋虫のまんまで……どうやって生きりゃーいいんだよっ……生まれガチャ外れの奴は……このまま終わるしかないのかよーっ」

　少しも綺麗じゃない不細工な泣き顔で、誰の同情も引けないような綺麗じゃない声で、緋達が慟どう哭こくしている。それを見て、胸が詰まった。

　でも、この感情なんか、一過性のものでしかない。僕は緋達のことを、心の何ど処こかで馬鹿にしている。緋達だって、僕のことをきっとうっすらと馬鹿にしている。すぐに逃げ出す奴だと思ったから、そう期待したから、緋達は僕を誘ったのだから。

　泣いている緋達を見ながら、僕はただ黙っていた。ややあって、緋達が顔を上げる。

「延田、一緒に死なない？」

　涙でぐちゃぐちゃになった顔で、緋達が言った。

「私は、次に懸けてみせる。ブルーモルフォは噓を吐かない。私はきっと、次の世界で幸せになってみせる！　見返すんだ！　見返すんだ！」

　威勢良く語る緋達の身体は震えていた。そこに緋達の本音が隠れているのかもしれないが、だからといって、僕はもう緋達を止められなかった。

「……死なない。僕は緋達とは死ねない」

　だって、今でも僕は緋達のことを、可哀想だとは思っても好きではないから。緋達と一緒に死にたいとは思えないから。

　僕が本当に一緒に死にたい相手は、一人しかいなかった。

「そっか」

　緋達はあっさりと言って、視線を床に落とした。床には黒い染みがいくつもついていた。

「帰りなよ。やることやりな」

「分かった」

　口はもう僕の意思とは無関係に動いた。

　立ち上がると、さっきまでの動揺が噓のように身体が軽かった。背後で緋達が嗚お咽えつしているけれど、僕はそれを慰める術が無かった。




　消防車の音は聞こえたけれど、それが僕が火を点けた家に向かっているものなのかは分からなかった。気分が酷く落ち込み、何度も足を止めそうになった。

　誰かここから出してほしい、と思った。




　ミッション四十一、人生を失敗したと思うか。その失敗は自分のせいだと思うかについて答えろ。




　人生は失敗したと思う。自分のせいではないと思いたい。でも、誰のせいなのか分からない。生まれガチャをミスったと思う。前世でめちゃくちゃ悪いことをして罰を受けているとかの方が納得出来る。朝起きたら人生全部が夢だったらいいと思う。




　朝起きると、緋達から動画が送られてきていた。メッセージには「私は勝ったんだ」という、簡素な文章が綴つづられている。再生してみると、あの汚い部屋の中で、逆光を浴びながら踊っている緋達がいた。それはいかにも自分に酔った不格好な踊りで、見ているだけで恥ずかしくなるようなものだった。でも、涙が止まらなかった。緋達はたまに大きく腕を広げ、その様は蝶に似ていた。

　一ひと頻しきり踊り終えると、緋達がカメラの方に寄ってきた。どうやらスマートフォンを立てかけていたらしい。緋達の顔が煽りの構図で見える。その顔は、笑っていた。

　緋達は映像の中央に垂れ下がっている縄に首を掛け、用意されていた段ボールに乗った。中身を詰めてあるのだろう段ボールが、少しだけひしゃげながらも、緋達を受け止める。

　映像はそこで終わっていた。ここで動画の撮影が止まったようだった。




　緋達が自宅で首を吊つったことは、連絡網で知ることになった。




　ミッション五十、この世界に別れを告げ、生まれ変わる。

　あなたは素晴らしい可能性を秘めています。今までのことは、あなたが高次の存在に生まれ変わる為の試練でした。あなたは最後までやり遂げることで、初めて全てを手に入れるのです。あなたはどんな自分になりたいですか？　どんな人生を生きたいですか？　何を愛し、何を誇りたいですか？　それを胸に、この人生を終わらせましょう。




　僕は久しぶりに電車に乗っていた。晴れやかな気分だった。今までなんであんなに悲観的だったのか、自分でも分からないくらいだ。鼻歌を歌いたくなるけれど、好きな曲は一曲も浮かばない。顔色が良いと言って、お母さんが喜んでいた。今日は間違い無く良い一日だ。

　僕はスマートフォンを見る。何度も文章を打っては消していく。

　最後に、景に何か言い残していこうと思ったからだ。

　けれど、何を言えばいいのか分からない。結局、連絡先を交換したのに一回もメッセージを送れなかった。何を送っても嫌われてしまうような気がして。でも、これが最後なら、他愛の無いメッセージでもいいから送ろうかと思った。

　もし景から返信がきたらどうしよう。僕の今の状況に気がついて、変なことを考えているんじゃないかと止められたら。その時も、僕は決意を揺らがせずにいられるだろうか。

　メッセージを打つ。消してしまう。

　寄河景が電車の中に入ってきたのは、その時だった。

　あ、と思う。

　今日は景に鉢合わせないようにわざわざ電車の時間をズラしたのに、景が乗ってきた。

　信じられなかった。運命的なタイミングで、景が現れるなんて。

　景に何かを言うべきだろうか。でも、何かを言ったら、変わってしまいそうな気がして。

　でも、最後に景に何かを言わなくちゃ。




　そう思った瞬間、僕の身体が凍り付いた。

　景の隣に、知らない男がいた。

　同じ学校の制服を着た男の横で、景は楽しそうに笑っていた。僕が見たことのない、恐らくはこれからだって一生見ることのない笑顔だった。景はあの男が好きなんだろうな、と一目で分かってしまうような笑顔だ。

　僕は何度も打っては消していた文章を完全に消去し、スマートフォンを仕舞って外を眺めた。きっと景は僕なんかには気づかないだろう。それがむしろ救いだった。酷い眠気が襲ってきて、絶望を中和する。最後に安眠したのがいつか、もう思い出せなかった。




　学校に着くと、誰かに見つかる前に急いで階段を上がった。緋達の死は学校に大きな影響を与えていて、動揺の酷い生徒は自宅学習を許す、なんてお達しも出ていた。それをいいことに、生徒達は大いに学校をサボっていた。

　自死した生徒の影響を鑑みて自宅学習を許すくせに、その生徒に影響されて死ぬ人間のことは想像もしないで、屋上を封鎖せずにいるその杜ず撰さんさ。死んだのは不登校で嫌われ者の学生だから、影響なんかないと思ったんだろうか。そこでふと、一旦は僕が緋達の後を追った、なんて馬鹿な噂が回るんだろうな、と思った。けれど、そんなことはもうどうでもよかった。手首には僕の蝶がある。これから更に羽を広げていくだろうブルーモルフォに、みんなすぐに気づく。

　僕は緋達美姫を追ったんじゃなく、僕の為に飛ぶのだ。

　学校の屋上は、以前クラスタに承認されなかった写真を撮った場所だ。承認はされなかったけれど、僕はあの写真が好きだったし、死ぬならここがいいと思っていた。あの時から、本当はずっと思っていたんだ。

　フェンスの向こう側には穏やかな風が吹いていた。心地よい風だ。ふと、全てが肯定されたような気持ちになる。これからは全てが上手くいくような気がした。

　来世では、きっと景のような子に選ばれる人間になりたい。景に、まっすぐに告白出来るような、あんな笑顔を引き出してあげられるような。きっとなれるはずだ。何故なら、緋達の予想に反して、僕はやり遂げられたから。

　それって、すごいことだ。

　地面へと向かう数秒の間に、緋達の勝ち誇った笑い声が聞こえたような気がした。

























「そうだなあ、じゃあデートでもしようかな」

　景けいはあっけらかんと言って、僕の頰に手を伸ばした。




　最近の景は、僕の前でよく眠る。家に行った時、反対に僕の家に来た時、どちらであってもよく眠る。きっと気疲れすることが多いんだろう。僕はなるべく音を立てずに、景の傍そばでじっとしている。ただ横にいるだけのヒーローなんて格好がつかないけれど、僕よりずっと賢く、ずっと色んなことをする必要のある景にゆっくりしてもらう以上に大事なことはないはずだ。

　景の寝顔は穏やかだ。死んでしまっているんじゃないかと不安になるくらい綺き麗れいで、僕はたまに怖くなる。同じことを景に言ったら、死ぬ時のリハーサルみたいだね、と縁起でもないことを言ってきて心臓に悪かった。景が死ぬところなんて絶対に見たくない。

　でも、そんな景は、ブルーモルフォを使って沢山の人間を殺したのだ。今でもブルーモルフォを運営し『流される』人間が死ぬように仕向けている。今となっては、ブルーモルフォは景の手から離れて羽ばたく蝶ちようになっているのかもしれないが、それでも始まりは景なのだ。そんな景が報いを受けず、死ぬことのない世界は、本当に正しいのだろうかと思う。

　その世界は、あまりにも僕に都合が良くて怖い。

　僕の部屋に来て二時間くらい眠った後、景はすうっと氷が溶けるように目を覚ます。

「おはよう、景」

　読んでいた本を閉じて景に声を掛けると、小さな拳を作った景が、やわらかく僕の腹をつつく。

「何、どうしたの」

「寝たら起こしてって言った、私」

　眠たい時特有の少し舌っ足らずな声で、景が言う。不満を伝えるように、もう一度景がぐっと僕の腹を押した。内臓を意識させられるような、奇妙で生々しい感覚がある。それでも、景の手は決して僕のことを傷つけない。僕の外と中の狭はざ間まで、景が甘やかに遊んでいる。

「制服皺しわになっちゃうし、起こそうかどうか迷ったんだよ。でも、今日は僕の部屋に入るなりベッドを占拠しにかかってたでしょ。もうその時点でスカートは皺になるだろうし、変わらないかなって」

「皺の話、してない」

　景がむずかるように足をぱたぱたとさせる。

「あんまり宮みや嶺みねと過ごす時間が取れてないのに、その貴重な時間に寝ちゃうなんて勿もつ体たい無なさすぎるよ。色々聞きたいこととか話したいこととか沢山あるのに、門限あるから帰らないと」

　僕はもう知っているけれど、景の家はそんなに門限が厳しくない。景に対するご両親の信頼が厚いから、門限を破っても全然怒られたりはしないのだ。

　それでも景は、十九時までには帰って、なるべく夕飯を家族で取ろうと努める。僕は景のそういうところが好きで、だからこそ彼女のことが分からなくなってしまう。家族のことが好きな人間は、きっと優しいだろうと思ってしまうから。景は彼女の理想の為ためにブルーモルフォという方法を選んでしまっただけなのだろうと信じられるから。

　僕はといえば、景ほど忙しくもないくせに、気分が乗らないからとか気が進まないからとか、そういう理由で部屋で夕食を取ることもあるのに。

「でもさ、僕と話す時間よりもやっぱり景の睡眠時間の方が大事だよ。ブルーモルフォの仕事があるから、景はいつも気を張ってるだろうし。僕は景が体調を崩す方が嫌だよ」

「私の喋しやべりたいって気持ちを汲くみ取とれないのは、宮嶺の悪いところだね。私は体調を崩すのと同じくらい宮嶺と喋れないことが辛つらいんだから」

　普段からすると信じられないくらい嬉うれしい言葉が出てくる。これをそのまま吞のみ込んではいけないと思いながらも、幸せを感じてしまう。

　それからしばらく景は黙り込んでいたけれど、何かを思いついたかのようにハッと顔を上げた。そして、起き上がって僕の髪を優しく撫なでる。

「何か埋め合わせをしてよ。今、宮嶺と過ごせなかった分」

「僕に出来ることなら何でもするけど」

　何も考えず、頭に浮かんだことをそのまま口にする。景がじっと目を細めた。

「そうだなあ、じゃあデートでもしようかな」

　そうして僕は、景とデートをすることになった。




　不思議な気分だった。

　僕は一応景の恋人だから、何の理由も無く景と過ごすことが多く、放課後にそのままどこかに寄ることがあったりと、自然な流れでデートのようなことをすることもあった。その反面、こうして景から誘われてしっかりと『デート』としてどこかに行くのは珍しかった。景がブルーモルフォ関連のことで忙しくなってからは尚なお更さらだ。それなのに、今になって景がそんなことを言い出すとは思わなかった。

　僕の頭に過よぎったのは、ブルーモルフォのミッションに従う自死者を見た時のことだった。今の僕にはブルーモルフォの力が本当であると示す必要は無いから、あんなことにはならないと思いたいけれど──それでも不安は拭えなかった。景はどんなつもりでデートなんかしようと思ったんだろう？

　デートの段取りは景が全部決めると言うので、僕は景に言われるがまま従うことになった。待ち合わせは午前十時に駅前で、というなんとも高校生らしいものである。

　落ち着かなくて、待ち合わせの二十分前には駅前に行ったのに、景はもう既にそこに着いていた。

「早いね。これじゃあ九時四十分集合だったみたい」

「景が早すぎるんだよ……一体いつからいたの？」

「ちょっと前だよ。宮嶺と殆ほとんど一緒。宮嶺だったらこのくらいの時間に来るだろうなと思ったから、この時間目がけて来たんだよ。私達って本当に似てるね」

　嬉しそうに景が言うので、僕は単純に嬉しくなってしまう。人間心理を読み切っている景からすれば、僕の到着時間なんて簡単に予測できてしまうのかもしれないけれど。デートに浮き足立つ気持ちと、景を待たせたくない気持ち。少しでも景に嫌われたくない僕の、小心者の時間。

「景、すごく可か愛わいいね。今日」

「褒めてほしいところをちゃんと褒めてくれてありがとう」

　景は見慣れない赤のワンピースを着ていた。少し肩の出たデザインで、ちょっと目のやり場に困ってしまう。胸には大きなリボンがあって、それがなんだかよく似合っていた。普段の景は制服や暗い色の服を着ている印象だから、ここまで明るい色の服には驚いた。その意味でも、今日のデートは普段とはまるで違うもののようだ。

「今日、どうしようか。どこか行きたいところある？」

「段取りは全部私が決めてるって言ったでしょ。宮嶺は私に文句言わずに付き合ってくれたらいいよ」

「僕が景に文句を言うと思う？」

　当たり前のことを口にすると、景も当たり前のように答えた。

「思わない」




　景が最初に向かったのは、近所で一番大きな書店だった。景が何も言わずに書棚を周り始めたので、僕は大人しくそれについていく。景の部屋には僕の部屋とは比べものにならないくらいに沢山の本がある。いつ読んでいるのかが不思議なくらいだ。景はこうして定期的に見て回っているんだろう。

　景が本を何冊か手に取り始めたので、僕は籠を持ってそれを受け取る。買い物の時の重みを引き受けるのは心底光栄だった。もしかしてこれが僕が誘われた理由なのか、と納得していると、不意に景がこちらを向いた。

「宮嶺、この本とこの本どっちが面白いと思う？」

　表紙の全然違う文庫本を見せられて、目を白黒させながらもちょっとコミカルな表紙の方を選ぶ。僕でも知っている漫画家がイラストを描いているようだが、中身は殺人の起こるミステリらしい。特に理由を尋ねることもなく納得して、景が文庫本を籠に入れた。

　それから何回か同じやり取りをして、僕のチョイスした本が籠の中に入っていった。

「僕あんまり詳しくないから参考にならないと思うよ」

「ううん、本選びって最終的には直感っていうところもあるし。私は宮嶺の直感を信じてるの」

　景がそうフォローを入れてくれたけれど、気が気じゃなかった。読む本っていうのは景にとっては大事なものなんじゃないかと思ったからだ。もし僕の選んだ本が景にとって面白くないものだったらどうしよう、と不安になる。

　一通り棚を周り終わった後、景が囁ささやくように言う。

「私、自分が本を選ぶ時にあんまり誰かにいてほしくなかったんだよね」

「え、」

「心の中を覗のぞかれてるような気分になるし、本を選ぶ時の勘を鈍らせちゃうような気がするから。でも、宮嶺だけは別だね」

「……本当に？」

「本当だよ。それは、宮嶺だけには私の心の中を覗かせてもいいってことなのかもしれない。そうじゃなきゃ、こんなに色々話さない」

　最終的に景は大量の本の会計を済ませ、配送の手続きをしてから店を出た。こうして手続きすると、買った本を家まで届けてくれるらしい。

「配送料が無料になるまで買った方がお得だと思って、ついまとめ買いしちゃうんだ。レシート見て、ちょっとひえってなるけど」

「結構買うからびっくりしたよ」

「私、お年玉を小さい頃から使わない子供だったんだ。ＣＭを見てるとおもちゃとか欲しくなっちゃったけど、これって本当に私の欲しいものなのかな？　って思っちゃって。だったら、本当に欲しいものが出来るまで、大事にとっとこうと思ったの。それで、今はお年玉の貯金を崩しながらこんなことをしてる。はーあ、貯ためるのは大変なのに、使うのは一瞬だから儚はかないよね」

　景が子供みたいにいじけるのを見て、僕は思わず笑ってしまう。怒られるかと思ったけれど、景も嬉しそうに笑った。

「さあ、まだまだ付き合ってもらうよ。デートはまだ始まったばかりだからね」




　お昼時だからか、景の予約していたカフェはとても混んでいた。予約していた宮嶺です、と言って、景が混雑した店内をどんどん進んでいく。

「僕の名前を使ったんだ？」

「個人情報保護なのです」

　笑って景が席に着く。ランチセットは高校生でも手が届くくらいリーズナブルだった。内装が思いがけずお洒しや落れで、緊張していた僕は、心の中でホッとする。

「景は何にするの？」

「私はこれ」

　景が示したのは、モルフォプレートと書かれたセットだった。思わず目を見開く。控え目なパスタとグラタン、それにケーキが盛りつけられているらしい。ケーキの上にはチョコレートで作られた小さな蝶が載っていた。

「何？　このセット。まさかだけど、ブルーモルフォがこんなところにまで関係してるとかないよね？」

「あるわけないよ。でも、これはある意味でブルーモルフォのせいかな。ブルーモルフォに対する恐れや興味が、世間的に蝶のモチーフを流は行やらせてるの。ブルーモルフォのことが恐ろしい。でも興味がある。その世界に触れたい。その気持ちが、多分こういうところに出るんじゃないかな」

　店内を見回すと、同じ蝶のチョコレートが載ったケーキを色んな人が食べていた。考えてみれば、街中でも蝶のモチーフのものを身につけている人が増えていた気がする。よく見るデザインだから気にしていなかったけれど、少しずつブルーモルフォに包囲されてきているような気がして、背筋が寒くなった。

「悪いことじゃないと思うよ。モチーフが影響力を持つっていうのは」

　景は店員さんを呼びながら、静かに言った。

「でも、こういった流行り方はあんまり想定してなかった。きっと、私が思っているよりも世界はそういう風に流れていて──だからこそ、本当はブルーモルフォすら、世界に対してはささやかな羽ばたきでしかないんじゃないかと思う」

「こんなに蝶のモチーフが流行ってるのに？」

　僕が訝いぶかしげに言うと、景はなんとも言えない表情になった。その表情の真意が僕には読み取れなくて、僕は黙って店員さんを待った。




　流石さすがは景が選んだところと言うべきか、カフェの料理は美お味いしかった。トマトソースを服につけないように細心の注意を払いながら、景と僕は他愛の無い話をした。景が最近読んで面白かった本の話や、景のお父さんが観葉植物を買ってきてすぐに枯らしてしまった話。景のお母さんが謎のアプリゲームを始めて、ブルーモルフォのプレイヤーと同じくらいハマったお母さんが怖いという話とか。僕はそれらの話で素直に笑った。

「見ると無料になるっていうから、お母さんが謎のアプリのＣＭをじっと見てるんだよね。しかも三十秒。なんか悲しくなっちゃった」

「それで本人が楽しいなら良いいと思うけど」

「そうなのかな？　でも、本を読んだり映画を観みたりするのと本質的には変わらないか」

　景がフォークでチョコレートの蝶を弄びながら言う。蝶は凄すごく綺麗だったけれど、こういったチョコレート細工の定めなのか、もう既に溶け始めてしまっていた。

「それで……ずっと気になってたんだけど、どうして今日はデートしようなんて言ったの？」

「宮嶺と私は付き合ってるんだから、デートをするのは自然じゃないの？」

　景が全く躊躇ためらうこともなくそんなことを言うので、僕は何も言えなくなってしまった。からかっている様子も無く、すごく自然に言われたから余計に、だ。景は少し考えてから、言葉を続ける。

「そうだなあ、宮嶺には私がどんな人間か知ってほしかったのかも」

「景がどんな人間か？　……確かに、僕はあんまり景のことについて知らないのかもしれないけど」

「この世の誰よりも私のことは知ってるけど、それだけじゃ足りないから。覚えていてほしいの、私がどんな人間か」

　寄よす河が景は僕とは比べものにならないくらい誰からも愛されている人間だ。宮嶺望のぞむのことを誰も覚えてなくても、景のことだったら誰もが思い出を語り出すはずだ。わざわざ僕に覚えてもらう必要なんかない。

　そうじゃなくても、景はブルーモルフォがある。景がマスターであることを知らなかったとしても、景の作ったブルーモルフォはこうして世界を変え、色んな人の人生を変えた。それは、景の生きた証あかしでもある。それがいいことかどうかはともかくとして、ブルーモルフォはこの社会に巣食っているのだ。

「私、そんなに人前に出るのが得意じゃないんだ。部屋で一人で本を読んだりするのが好き。だから、隠居したらそういう生活をしたいな。森の中で宮嶺とこういうカフェをやってさ」

「景がそれでいいなら付き合うけど、料理が出来ないのは不安だな」

「今から勉強しておいてよ。きっと大人になる頃には全部得意になってるよ」

　景の言葉に、僕は真剣に頷うなずいた。もし景がそういうことを望んでくれるなら、僕はいくらでも努力出来る。

　それよりも僕は、景がそうやって未来の話をしてくれるのが嬉しかった。




　そうしてカフェを出たところで、人だかりが見えた。警察、という単語がまばらに聞こえる。景はそれを見ると、臆することなく人だかりの方へ向かっていった。あまりにも迷いの無い足取りなので、周りの人が軒並み避けていくくらいだった。僕も流されるがまま、景の後をついていく。

　そこには、血まみれの死体があった。まだ若い男の死体だ。もしかしたら、僕らと同じくらいの年代かもしれない。Ｔシャツにズボンというラフな服装で、だからこそ痛々しさが目に余った。周りの人が、雑居ビルからの飛び降りだったと話している。

　もしかして、ブルーモルフォのプレイヤーなんだろうか。胸が痛くなった。前にも僕は同じような飛び降りを目にした。

　その時、景が小さく言った。

「違う」

　景は殆ど食い入るように男の死体を見ていた。

「この人はプレイヤーじゃない」

「分かるの？」

「クラスタごとにある程度把握はしてるよ。固有のアイコンがあるから、判別自体は容易だし、顔写真の提出もさせている」

　景がシステムの不具合を検証するかのような口調で淡々とそう言い放つ。

「見えるところに蝶の形をした傷もないから、この人はブルーモルフォのプレイヤーじゃないよ」

　景はそう言うと、飛び降り死体にくるりと背を向けて、さっさと歩き出した。

「デートが台無しになっちゃったね」

　その景の声は、心の底から残念そうな響きだった。




　デートの雰囲気じゃ無くなってしまったことは、僕にも、そして景にもなんとなく分かってしまった。これから本来ならどんな予定が組まれていたんだろう、と思いながら、雑踏から遠ざかって人気の無い方へと歩いて行く景についていく。繁華街を少しでも外れると、そこはもう神様からも見捨てられたような寂しい通りだった。

「あの人がブルーモルフォのプレイヤーじゃないなら……ミッションでもないのに死んだってことなのかな」

「そうだよ。自ら死を選ぶ人が全員ブルーモルフォのプレイヤーのわけがないから」

　景の言葉はその通りだった。でも、今の僕には、ブルーモルフォのプレイヤーでも無いのに、どうして死ななければならなかったんだろう、という前提が顚てん倒とうした考えが頭を過っていた。

　ブルーモルフォのプレイヤーじゃないなら、あの人は死ぬ必要なんか無かったじゃないか。

「あの人、なんで死のうと思ったんだろうね」

　ふと、景が普段は言わないだろうことを口にした。

「辛いことがあったのかな。それで自や棄けを起こしたとか？　今、ブルーモルフォのプレイヤー達が死を選んでいるから、それに当てられたのかもしれない。大規模なウェルテル効果のようなものが起きているのかも」

　ウェルテル効果というのは、自死のニュースが大きく報じられたり、身近な人間の自死を目の当たりにすることで、同じように死を選んでしまい、自死件数を大きく増やしてしまう現象のことだ。ブルーモルフォも、ある意味ではその仕組みを利用して『流される人間』を殺しているものでもある。

　ブルーモルフォに直接関わらなかったとしても、あの人は間接的な毒に当てられたかのように死を選んでいた。それじゃあ、ブルーモルフォが存在すらしていなかったら？　あの人は、生きていたんじゃないか。その思いが頭から離れない。けれど、景の目的である流される人間を殺す、というものに一番適かなっているのは、それこそあの人のような人間が死ぬことなのだ。景に賛同している僕があの人の死について、あれこれ言える立場じゃない。

　少し経たって、景が再び口を開いた。

「もしあの人がブルーモルフォのプレイヤーだったら、あの人はきっと幸せな来世を信じられていたはずなのに」

　ブルーモルフォはミッションを全てこなして自ら死を選んだ人間は、次に生まれ変わる時に望む自分に羽化出来る、と伝えている。最初はそんな言葉がどれだけ響くんだろう、と思っていたけれど、意外にも最後に死のきっかけとなるのはその一言だと言うのだ。

　ブルーモルフォにハマる人間の多くは、社会から孤立している。そうで無くても現状に不満を抱いている人物が多い。そういった人間が、ブルーモルフォを通して流されていき、やがて死に至る。

　そんな人間への最後の一押しが、希望だ。

「死んだ先にきっと望む世界がある。かつて叶かなわなかった夢が叶う可能性がある。その可能性が、最後の頑張りをもたらす。死ぬのなら、最後にその希望を抱いてほしいと思う」

　景が目を細める。その先には、さっき死んだ男が映っているのだろうか。

　景のその感情は慈愛なのだろうか。それとも、ただ死ぬことへの勿体無さだろうか。

　どちらにせよ、景の抱く感情はブルーモルフォのマスターしか持ち得ないものだ。僕にはきっと一生理解出来ないものだ。

「景は生まれ変わりたいと思う？」

　どうしてそんな質問をしたのか分からない。でも、聞かずにはいられなかった。

　僕はもし来世があったとしても、もう人間に生まれたいとは思わない。人間に生まれ直したいと思えるほど、今世は良い人生じゃなかった。僕が人間であってよかったと思えることは、ただ一つ、景と言葉を交わせることだ。景の傍に寄り添えることだ。それを抜きにして、再び人間として生まれたいなんて思えない。

　もし生まれるなら、それこそ植物か何かに生まれたいくらいだ。

　それに対し、景は全く迷い無く言った。

「私はもう一度人間に生まれたいな」

「そうなの？　全然気持ちが分からない。いや、景みたいな人間だったらそう思うのかな」

「私、人が好きだから」

　そう衒てらい無く言い切れる景の気持ちが、僕にはやっぱり理解が出来なかった。

　僕は多分、人間のことがそんなに好きじゃないからだ。色々酷ひどい目に遭わされてきたし、思い出すことはその残酷さばかりだと思う。景だって、流される人間への怒りや不快さは抱いているはずなのに、それでもなおそう言い切れるところが、何だか恐ろしくもあった。

　景はどんな風に世界を見ているんだろう。

「また人間に生まれ変わりたいけど、でも、少し怖いこともあるな」

　景が独り言のように呟つぶやく。

「怖いこと？」

「人間に生まれ変わって、また私のような人間になって、同じことを繰り返して、結局何も変わらないの。私達が何をしても世界は変わらなくて、全部同じことがまた起こるだけ。そうなったら、私は怖いな。昔、そういう地獄の話を読んだことがあるんだ。私は死んでも私に生まれて、私はまた私になる。同じように生き、同じようにブルーモルフォを生み出す。同じことが、ずっと起こるの」

「……景が何をそんなに不安に思ってるのか分からないけど、変わらないのが怖いっていうこと？」

「同じことに取り込まれることが、私は怖いんだよ」

　景がこちらを振り向く。

「それが私が行く地獄かもしれないって思うと、私は怖い」

　景の恐怖は、どれだけ真面目に考えても、僕にはまるで想像がつかなかった。話をすればするほど、景から離れていくような気がしてしまう。何かを言わなきゃ。景に見放されてしまいそうで怖くて、迂う闊かつなことは言えない。普段の屈託のない景や、ブルーモルフォと良心の狭間で苦しむ景ではなく、また違った景が前にいる。

「……もし、同じことが繰り返されるんだとしても、そうすれば……少なくとも、きっと僕はまた景に会えるから。それは、僕にとってはすごく……幸せなことだよ」

　言ってから、あまりに独りよがりな言葉だったんじゃないかと思って恥ずかしくなる。

　僕は人間に生まれ変わりたくなんかないけれど、それでも、もう一度景に会えるなら、きっと愚かにもそれを選んでしまうだろう。来世の自分がどれだけ苦しむかも考えもしないで、景のことを追い求めるに違いない。

「宮嶺はいつもそういうことを言うね」

　果たして、景はそう言った。

「宮嶺は、いつまでもそのままでいてね。私のことを、ちゃんと追いかけていてね。私が人間であるところを、ちゃんと見ていてほしいんだ。そうしたら私、きっとやり遂げてみせるから」

　景の髪が、ビル風に舞い上がって蝶の羽のように広がる。出来すぎたくらい綺麗な演出に、息を吞のむ。

　もしかすると、僕が真に寄河景に全てを捧ささげようと思ったのは、この時かもしれなかった。

　景は羽化しようとしていた。本物のブルーモルフォに。今までの人間の殻を破り、本物の病として成熟していた。

　そこでようやく、僕はちゃんと理解した。

　景は僕に、自分が人間であるところを見せる為に、これから脱ぐ殻の弔いのために、今日のような日を設けたのだろうと。

「……やっぱり勿体無いからさ。まだデートを続けようよ。私、観たい映画があったんだ。公開期間長いし、ロングランになるだろうけど、映画はすぐ観たいタイプなんだ。終わっちゃって後悔する前に」

　景が笑う。僕は頷いて、彼女の後を追う。さっき見た流れ出す赤色が、彼女のワンピースの色に塗り替えられていく。




　景があの日、僕を連れ出したのは正解だったのだと思う。

　彼女を失った僕が未いまだに思い出すのは、この時のデートのことばかりだからだ。

























「そうだ。お前、寄よす河がの家の隣だったな」

　担任の先生が思い出したように言って、嬉うれしそうに僕を手招きする。普段は僕のことなんか教室にいないような顔をしているから、これは普段からしたらありえないことだった。

「寄河の家に、開校四十周年の記念品を届けてくれないか。丁度帰り道だし、負担じゃないだろ」

　先日の集会の後に配られた記念品は、何の嬉しさも感じない文鎮だった。今時、小学五年生が文鎮なんて喜ぶわけがないのに。寄河さんだって、わざわざこんなものをもらいたくなんかないだろう。

　でも、このお願いを断るにしては、僕と寄河さんの家は近すぎた。本当に目と鼻の先なのだ。数えてみたら、きっと三十歩も離れていないくらい。面倒だから、と言うのが絶対に通用しない距離だ。

「ついでに寄河の様子も見てあげてくれ。本当に良いい子なんだ。学校に行きたい素振りを見せていたら、それとなく励ましてあげてほしい」

　ポストに投げ入れておしまいにしようと思っていた僕に釘くぎを刺すように、先生が言う。寄河さんは五年生になった時から一度も学校に来ていない。当然、僕とも全く話したことがない。

　こうして僕は、不登校の女の子に会いに行くことになった。




　先生の言うことを無視してポストに投げ入れようとしなかったのは、真面目だからじゃなくて小心者だからだ。ちゃんと説明しなくちゃ、寄河さんにはきっとこの文鎮の意味が分からないだろうとも思った。パッと説明してすぐに帰る、と呪文のように唱える。

　ピンポーンとインターホンを鳴らすと、数秒経たっていきなりドアが開いた。

「はーい」

　そこには、僕と同おない歳どしくらいの、すらっとした女の子が立っていた。

　胸の辺りまで伸びた髪が綺き麗れいで、思わず見とれてしまう。あまり外に出ていないからか、彼女はやけに肌が白く、太陽を浴びてきらきらと輝いていた。この眩まぶしくて恐ろしくて、底知れない感じを、僕はどこかで味わったような気がしていた。一体どこで見たんだろう？

　それも変な話だと思うけれど、僕は不登校の女の子というのが、寄河さんみたいな女の子だとは思っていなかった。もっと暗くて、みんなと仲良くするのが苦手そうな女の子のことを想像していたのだ。寄河さんみたいな子がクラスにいたら、きっとみんな仲良くしたがるだろう。そう思った。僕だって今寄河さんを見て、寄河さんと仲良くしたいと思ったんだから。

「あれ？　もしかして……」

　寄河さんが何かを言いかける。それに先んじて僕は何な故ぜか慌てて言った。

「僕は宮みや嶺みね望のぞむ。君は……」

「寄河景けいだよ。会いに来てくれてありがとう。家が隣だからって、面倒だってことには変わりないのにね」

「……知ってるの？　僕が隣の家に住んでるって」

「知ってるよ。いつも帰ってくる時見てたしね。部屋の中でこっそり『おかえり』って言ってたよ」

　にっこりと笑顔で言われて、分かりやすくどぎまぎしてしまう。これだと、どっちが会いに来てあげた側なのか分からない。僕は寄河さんを見ただけで、上う手まく喋しやべれなくなってしまった。

「ね、中入りなよ。立ち話もなんだし」

「え？」

「もっと話したいな。私は君と」

　寄河さんの家はすごく綺麗で、ドラマや映画に出てくる家みたいだった。寄河さんのお母さんも、モデルさんみたいに美人だ。

「わざわざ景の為ためにありがとう。よかったらゆっくりしていってね」

　娘が学校に行っていないのに、寄河さんのお母さんは何の心配も無さそうにニコニコしていた。寄河さんも寄河さんで、お菓子がたっぷりと盛られた皿と二人分のカルピスが載ったお盆を受け取って、ありがとうお母さん！　と屈託無く笑っている。あまりにもなごやかな光景に、あんまり頭がついていかない。

　寄河さんの部屋は、本がいっぱいあった。本棚には今流は行やっている児童書もあれば、子供用の辞典もある。僕は読んだことがないけれど、有名なミステリの本もいっぱいあった。寄河さんは学校に来ないで、こういう本を読んで過ごしているのだろうか。

　部屋の真ん中には折りたたみテーブルが置かれていて、女の子っぽい柄の座布団が二つ敷いてある。どうやら、僕を迎える為にわざわざ用意してくれたものみたいだった。

「さ、こっち座りなよ。お菓子も食べて食べて。学校行ってない間暇だから、色々食べ比べて本当に美お味いしいものをチョイスしたんだ」

　少し気後れしながらも、言われるままに座る。

　お菓子皿に載っているのは、どれも僕の見たことの無いものだった。そんなところも変わっている子なんだな、と思いながら、ぴかぴかにコーティングされたクッキーを口に運ぶ。美味しかった。

「それで、宮嶺はなんで記念品なんか届けに来たの？　もしかして先生からお願いされて来た？」

　全てをお見通しのような口調で、寄河さんが言う。噓うそなんかこの子に吐つける気がしなかったので、僕は黙って頷うなずいた。

「ごめんね。悪い人じゃないんだけど、忘れっぽいタイプの人なんだ。私が家で元気に暮らしてるってこと、家に来た時しか思い出せないみたい。納得して帰ったのに、不安になっちゃうみたい」

　寄河さんの口調はまるで困った子供について話す時のようで、小学生の話し方とは思えなかった。そこも、寄河さんの不思議なところだ。

「私は学校に行かなくてもちゃんと毎日楽しいよ。だから、心配してもらうようなことは何にもないんだ。宮嶺も美味しいお菓子を楽しんだら帰っていいよ。来てくれてありがとう、先生によろしくね」

　そう言って景が話を切り上げ、手元にあった本を読み始めようとするのを見て、僕は慌てて言った。

「待って、どうして学校に来ないの？　本を読み始める前に、少しだけ僕と話をしてほしい」

　いきなりこんなことを言われたからだろう。寄河さんは明らかにびっくりした顔をしていた。その顔は、他の女の子と同じ、普通の子の顔だった。寄河さんは少し悩んだように首を傾かしげてから、言った。

「宮嶺は私に学校へ来てほしいの？」

「えっ？」

「つまりはそういうことになると思ったんだけど、違った？」

「いや、その……来てくれたら……嬉しいけど……」

「素直で嬉しい」

　寄河さんがにっこりと笑う。

「宮嶺に言われたら行きたくなってきたかも」

「それって……どういう……」

「その前に、話してくれないかな」

「何を？」

「宮嶺のことを」

　じっと見つめられ、僕は息を吞のむ。先生に促された時とは全く違って、僕は僕自身の言葉を、促されるままに吐き出していく。

　最初は大したことは話せなかった。勉強は普通。理科と社会は得意だけど、算数は少し苦手。国語はテストによってまちまち。運動神経にはあんまり自信が無いけど、一応クラスではビリじゃない。給食で好き嫌いをしてるとバカにされるから見せないようにしてるけど、本当は給食で出てくるニンジンのあの甘みが嫌い。休みの日は漫画を読むかゲームをしてる。図鑑も部屋には結構いっぱいある。学校では話す人はいるものの、そんなに仲良しと呼べる友達はいない。一人ぼっちになるのが嫌で一緒にいるけど、周りの友達も多分僕に対して同じことを思ってる。だって僕はそのくらいつまんない、普通の男子だから。

　お母さんにも話さないようなことを、僕は寄河さんにつらつらと話した。友達のことなんか、本当はちょっと気まずくて恥ずかしいから、普通なら女の子になんか話したりしないのに。それでも、寄河さんに見つめられて、相あい槌づちを打たれていると、言葉が引き出されて溢あふれ出でていく。止められない。寄河さんは茶々を入れたり、僕の話を笑ったりしない。ただ相槌を打って、僕の話の続きをねだる。

「宮嶺、好きなものとかないの？」

「好きなもの？　うーん……何だろう」

「何でもいいよ。これに今ハマってる、とかでもいいし」

　そう言われて、僕は部屋の中にある飼育ケースを思い出した。女の子にはつまらない話かもしれない、と思いながらもおずおずと口を開く。

「……実は僕、蝶ちようが好きなんだ」

「蝶？」

「今、お父さんが水槽とか揃そろえてくれて……アゲハチョウの幼虫を育ててるんだ。みかん畑とかに行くと、幼虫が見つかるんだけど……育てて、蛹さなぎになって、蝶になるまで見守ろうかと思って。昔は蝶が好きなだけで、芋虫には全然興味が無かったんだけど」

　蝶ならまだしも、幼虫は虫嫌いの子からしたら気持ち悪い存在だろう。僕だって、最初に見た時は少し気持ち悪いなとか、なんだか冴さえない生き物だな、と思ってしまった。けれど、育てているうちに愛着が湧いて、今では幼虫も好きになってきた。そんな経緯があるから、僕は寄河さんの反応を窺うかがいながら話を続ける。今のところ、寄河さんが気持ち悪がっている様子は無い。

「そうなんだ。どのくらいで蛹になるの？」

「多分、もう一週間もしないうちに蛹になると思う。蛹になって蝶になったら外に放そうと思ってるから、少し寂しい気もするけど」

「そうなんだ。宮嶺って優しいんだね」

「優しいというか……折角羽化したのに、空を飛べないまま死んじゃったら可哀かわい想そうだから」

「そうだよね。そうやって自由に羽ばたく為に蛹の日々を耐え忍んだんだもんね」

　寄河さんが目を細める。その表情はやっぱりクラスのみんなとは違って、すごく、特別で綺麗に見えた。

「蝶に興味を持ったのはいつから？」

「……僕、お父さんの出張が多くて……色んな場所に行くんだけど……その度にいっぱいお土産を買ってきてくれるんだよ。それで、海外に行った時に、ブルーモルフォの標本を買ってきてくれたんだ」

「ブルーモルフォって？」

「青い羽を持つ、すごく綺麗な蝶なんだ。初めて見た時、てっきり作り物だと思って。お父さんにこの蝶はどうやって作ってるのかって聞いて、笑われた。これはこういう風に生まれてきた特別な蝶なんだよって」

　初めてあの蝶を見た時の興奮を、僕は今でも覚えている。お父さんの鞄かばんから現れたブルーモルフォは、部屋の照明を浴びてきらきらと輝いていた。あの青の輝きがどこからくるのかが不思議で、標本のガラス越しにじっと見つめていた。いつまでもその輝きは褪あせることなく、僕の部屋で唯一の光になっている。

　僕は寄河さんを見た時の、どこかで味わったことがあるという感覚をようやく思い出した。寄河さんを見た時の感覚は、僕が初めてブルーモルフォを見た時の感覚に似ていた。

「そうなんだ。どんな蝶なんだろう、見てみたいな」

「よかったら持ってこようか？　標本は結構ちっちゃいんだ。あ、蝶にしては大きいんだけど……勿もち論ろん、持ってこられるよ」

「大切なものなんでしょ？　大丈夫。壊れちゃったら悲しいから」

　すげなく断られて、変なことを言っちゃったかもしれないなと暗い気持ちになる。興味を持ったふりをしてくれたのは、寄河さんの優しさかもしれないのに。そんな僕の気持ちを吹き飛ばすような笑顔で、寄河さんが続ける。

「宮嶺の部屋に行って見せてもらおうかな」

「え？」

「だって、こんなに家が近いんだもん。もうすぐ蝶が蛹になるんでしょ？　蛹も見てみたいし、蛹が蝶になる時、私も見たい。宮嶺が良いならだけど」

「も、勿論……僕は良いけど」

「そうなの？　じゃあ本当に行っちゃうよ。楽しみだな」

　寄河さんは笑って、こくこくと美味しそうにカルピスを飲んだ。確かに家は近いけれど、寄河さんにそんな風に言ってもらえるなんて思わなくて、僕はなんだか心の中で焦っていた。焦っていたせいで、余計なことを言ってしまうくらいに。

「本当にいいの？　興味を持ってくれたふりなんかしなくても、僕、話を聞いてくれただけで嬉しくて……」

「ふりなんかじゃないよ。ちょっと失礼だな。私結構生き物好きなんだ。虫も嫌いじゃないよ、むしろ好き。蝶を見たら綺麗だなって思うし、芋虫だって頑張り屋さんだと思うよ」

「そうなんだ……意外だね」

「宮嶺、私のことよく知らないくせに」

　寄河さんが笑う。本当にそうだ。なのに、僕は学校で話す誰よりも、今日が初対面と言っていい寄河さんと話すのが楽しかった。寄河さんの部屋にある本を、僕も全部読んでみたいと思うくらいだった。寄河さんの好きなものが、僕も知りたかった。

「でも、宮嶺ってそうやって自分の世界を持ってるんだね。すごく素敵だよ。学校のみんなには、蝶のこと話さないの？」

「話してないよ。虫ってだけで苦手な人も多いし……気持ち悪いってまで思われなくても、そんなの何が面白いのって思われるだろうから」

「勿もつ体たい無ないよ。本当の宮嶺のことを知ったら、もっと仲良くなりたいと思う人がいっぱいいそうなのに」

「そんなことを言ってくれるのは寄河さんくらいだよ」

「そんなことないのに」

　寄河さんが口を尖とがらせ、不服そうに眉を寄せる。そうしてふと、寄河さんが気がついたかのように言った。

「でも、みんなそんなものなのかもしれないね。本当の自分のことをみんな隠してるから、仲良くなる機会が無いんだ。本当はみんなもっと好きなものがあって、大切なものがあるのに、みんなそれを教え合うことが無いから、分かり合えないのかも。誰でもそういう自分の世界を見せられたら、みんなもっと仲良くなるのかもしれない」

「そうなのかな……」

　僕は頭の中でクラスの人達を思い浮かべる。休み時間、大きな声で騒いだり、教室の中でサッカーをするような奴らと分かり合えるところが思い浮かばない。でも、寄河さんの話を聞いていると、あいつら一人一人とちゃんと話していけば仲良くなれるんじゃないか……なんて気分になるから不思議だ。寄河さんの話を聞いていると、自分を少しずつ少しずつ蛹から引き出してもらっているような気分になる。

「さっき宮嶺はクラスの乱暴な男子とかとは仲良く出来ないって言ってたけど、みんながみんなそうやって乱暴なんじゃないと思うよ。多分、そういう子達は周りに引っ張られてるだけだから。一人一人と仲良くなったら、思ってたのと全然違う子で、乱暴で周りのことを考えない子は声の大きい一人だけだってわかるかも。もしかしたら、そんな子なんて本当はいなかったりして」

　真面目に聞いているのに、寄河さんの言っていることが少し分からなくなった。少なくとも、クラスの小こ林ばやしとか根ね津づ原はらとかは、乱暴でわがままな奴で、そいつらは『いなかったり』なんてことないけど。でも、これで話のわからない奴だって思われるのが嫌で、僕は親鳥の言うことを聞くような雛ひな鳥どりのように頷く。すると、寄河さんの白くて細い指が、僕の額をつついた。

「わっ、何」

「そうして、宮嶺も私の言葉に引っ張られたでしょ」

「……引っ張られたっていうか、納得っていうか……ぼ、僕は、寄河さんの話を真面目に聞いて、そうだなって思ったというか……」

　話しているうちに、段々と顔が赤くなっていくのがわかった。まるで、テストで酷ひどい点数を取った時みたいだ。なのに、そうやって酷い点数を取った時よりも、気分は最悪だ。寄河さんにつまんない奴だとか、話す必要のない奴だとか思われたらどうしよう、と思って緊張する。でも、寄河さんはふっと笑って続けた。

「真面目に聞いてくれるの嬉しいよ。宮嶺はきっと本当に私の話を聞いて、そうしてちゃんと納得してくれたんだと思うから」

　そんなことないよ、と正直に言うのが躊躇ためらわれて、僕はそういうことにしてしまった。寄河さんは僕のことをこれ以上つつくこともなく、今度は黙って僕のことを見た。静かな部屋が僕のことを押し潰そうとしているような気がして、いたたまれなくなった。

　そして、ふっと寄河さんがまた笑った。

「宮嶺がここに来てくれてよかったな。きっと、宮嶺じゃなかったら私の気持ちはわかんないと思うから」

「……そうかな。どうだろう。あんまり喋るのが得意じゃなくて、申し訳ない気持ちになってきたけど」

「宮嶺の話、面白いよ」

「本当？」

「この部屋から追い出さない程度には本当だよ」

　ひやっとすることを言われて、僕の身体からだが固くなる。追い出されてないのに、と意地悪っぽく寄河さんが言う。すっかり寄河さんのペースで、僕は寄河さんの手のひらの上で転がされているみたいだった。

「じゃあ、宮嶺にだけ私の秘密教えてあげようかな」

「秘密？」

「私が学校に行かない理由」

　背筋にひやりと冷たいものを感じた。さっきはぐらかされたのもあって、そのことには触れてほしくないのかと思っていたからだ。けれど、寄河さんはさっきと全然変わらない態度で続ける。

「担任の先生には朝が弱くて、起きるのが辛つらいから学校に行けないんだって言ってる。貧血だからって、お母さんも認めてくれてる。他の女の子達にもそれで通して、一部の子には中学校受験をさせる為にお母さんが受験勉強させてるんだって説明したこともあったかな。あとは、勝手に私が芸能界に行く為に学校に行かないでオーディションに行ってるんだって思い込んでる子もいたかな。それは流石さすがに自分からは何も言ってないんだけど」

「寄河さんなら、その理由の方がしっくりくる。というか、クラスのみんなはそう信じてる人も多い」

「わ、本当に？　とんでもないよ……。でも、しっくりくると思うくらい、可か愛わいいと思ってるんだ？　宮嶺」

「……僕だけじゃなくて、みんな言ってて」

「うんうん。今はそれでいいかな」

　寄河さんが猫のように伸びをして、欠伸あくび交じりに言う。僕がドキドキしているのが馬鹿らしくなるくらい、のんびりとしている態度だった。

「私はね、怖いんだ」

　だから、その言葉に、僕は一瞬反応が出来なかった。

「怖い？　もしかしていじめられてるの？」

「いじめられてないよ。クラスの人達はみんな私によくしてくれてたと思うし、クラスに戻ったらきっと優しくしてくれて、私は楽しい生活が送れると思う。その自信があるんだ」

「……じゃあ何が……」

「私はね、みんなを動かす力があるんだ」

　寄河さんはもう笑っていなかった。さっきまでのやわらかい雰囲気が噓みたいに、冷たくて真剣な表情をしていた。僕は蛇に睨にらまれた蛙かえるみたいに、動けなくなる。

「私がお願いすると、みんな私の言うことを聞くの。私がこうなったらいいなと思ったら、みんなそうしてくれるんだ。私がこんなクラスがいいなと思ったら、その通りのクラスになる。先生の言うことをみんなが聞く、良い子のクラスにもなるし、みんなが仲の良い、絆きずなが強いクラスにもなる。反対に、先生の言うことを誰も聞かない学級崩壊状態にもさせられる。私がそうなってほしいと思ったらそうなるんだ」

　僕の頭に浮かんだのは、動物達のリーダーだった。自然界では結構そういう例がある。一匹のリーダーにみんなが従って、その通りに群れが動くのだ。リーダーの指示が正しかったら、群れは存続する。でももしリーダーがミスをすれば、群れは衰退してしまう。女王蟻ありが上手く蟻達を導けなくて、巣穴ごと他の蟻の群れに潰されてしまう動画を、前に僕は見たことがあった。

「だから、あんまり行かない方がいいんじゃないかと思ったんだ。みんな、私の言うことを聞いてたら、そんなの間違ってるって思うから」

「……それで学校に行かないの？」

「もしかして信じてない？　別に理由があると思ってる？」

「信じてる。寄河さんにはそういう力があると思う」

「なんだか魔法みたいだって笑い飛ばされると思ったのに」

「笑わないよ。多分、僕だって寄河さんがそうしようって言ったら、言うことを聞いちゃうんじゃないかと思う」

　現に、僕はさっき寄河さんの言っていたことを鵜う吞のみにして、勝手に納得してしまったのだ。それは勿論、寄河さんの言葉に一理あると思ったからなんだけど、寄河さんの不思議な魅力というか、説得力によるところも大きかった。

「勿論、そんなことをしないように努力していた時もあった。でも、私の気持ちだけで変えられることでもないみたいなんだ。私はどうしても、みんなにそうしてしまう。だからね、私は私をここに閉じ込めておいてるの」

「そうだったの？」

「誰も私の思い通りにならないように、ここに私を置いてるんだ。そのお陰で、みんな自由に楽しく毎日を送れてるんだ。めでたしめでたし」

　まるで、お伽とぎ噺ばなしの悪い魔女みたいな口振りで、寄河さんが言う。だから、寄河さんは学校に来ない。みんなに言うことを聞かせたりしたくないから。信じられないのに、多分本当の理由。

「宮嶺とは話してて楽しいし、また遊びに来てくれたら嬉しいよ。蛹も、ブルーモルフォの標本も、本当に見たい。だから、これからも仲良くしてくれると嬉しいな」

　寄河さんがそのまま話を終わらせてしまいそうな気配がして、僕は慌てて言った。

「待って。でも……そうだったとして、寄河さんが学校に行っちゃいけない理由にはならないよ」

「なんで？」

　僕がこの部屋に来てから初めて、寄河さんが眉を寄せる。私の話が分かっていないのか、とでも言いたげな顔だ。でも、構わず僕は続ける。

「だって、みんなが寄河さんの言うことを聞いちゃったとしても……それは全然悪いことじゃないだろうから」

　寄河さんが大きく目を見開いた。元々大きな寄河さんの瞳は、こうして見開かれるとより一層光を取り込んできらきらと輝く。まるで、羽化した蝶の羽みたいに。

「正直……みんな、寄河さんほど頭良くなくて、子供だし、全然優しくもないし……もし寄河さんがみんなに言うことを聞かせたとしても……絶対にそっちの方が、良いクラスになるよ。絶対」

　きっとそのクラスでは、誰かを馬鹿にしたり、みんなに迷惑をかけたりする人はいなくなるはずだ。寄河さんの言う通り、みんなの良いところやお互いに知らない好きなものを共有して、みんなが仲良くなれる素敵なクラスになるに違いない。寄河さんがどれだけ否定しても、僕にはそうなるとしか思えなかった。

　寄河さんはしばらく黙っていたけれど、やがて静かに言った。

「本当にそう思う？」

「そうだよ。だから、寄河さんは……来たかったら学校に来ていいと思う。寄河さんが学校に来てくれることでみんな喜ぶだろうし、クラスもきっと……良いクラスになるんじゃないかな」

　最後が自信なげな声になってしまったのが情けなかった。本当はもっと別のことが──そうじゃなくても、僕は寄河さんが学校に来てくれたら嬉しくて、つまらない毎日がきっと楽しいものになるだろうと思ってて、なんて、そういうことを──言いたかったのに。

「宮嶺は優しいね」

　寄河さんが、静かにそう言った。

「でも宮嶺、すごいこと言ってるよ。もしかしたら、私がすごく悪い人で、みんなのことをこっそり支配しようとしてる悪の結社の一員かもしれないのに」

「悪の結社の一員だったら、そんな理由で学校に来るのをやめて、一人で本ばっかり読んでたりしないだろ」

「痛いところを突かれた。でも、世界征服に飽きが来てるだけだったりして」

　けらけらと、どうでもいい冗談の顔をして寄河さんが笑う。僕も笑った。寄河さんと一緒にいると、どんどん気持ちが解ほぐれて溶けて、自分の知らない一面が見えてくるみたいだった。

「それじゃあ、学校、行ってみようかな」

　ひとしきり笑った後、寄河さんが思い出したように言う。

「行ったらきっと楽しいことも沢山あると思うし」

「本当に？」

「本当だよ。宮嶺と一緒に過ごすのも楽しそうだしね」

「……そんなこと言ってくれなくてもいいよ」

「肝心なところで自信が無くなる宮嶺、面白いね。さっきまであんなに熱心に私のこと説得してたのに。でも、そういう宮嶺だから好きだよ」

　好き、という言葉が胸の深いところに落ちて、嬉しいはずなのに握り潰されそうな気持ちで痛んだ。なんでだろう、こんなに嬉しいのに、まるで病気みたいに、僕の胸に何かが取とり憑つく。

「だから……一つだけ約束してほしいの」

「約束？　するよ。何でもする。寄河さんの為なら、いくらでも」

「もし私が……間違った方向に行ったら、宮嶺が教えてくれる？　それは間違ってるって、宮嶺が止めてくれる？　私のことを止めてくれる、ヒーローになってくれるつもりはある？」

　それは僕にとって全然思いがけない提案だった。でも、寄河さんの真剣さが、これが全然冗談なんかじゃないことを教えてくれていた。僕は、こんなところで、人生の岐路に立たされているんだと思った。きっと、今までの人生なんか全部どうでもよくなっちゃうような、そういう岐路に。

「わかった」

　僕の声は、なんだか他人のもののように響いた。寄河さんがやわらかい笑顔を見せる。きっと僕は、正しいことをしたんだろうと思った。

「大丈夫だよ。きっと寄河さんは間違えない。僕が君のことをずっと見守ってるから。君だけのヒーローになるから」

「ありがとう、宮嶺。ねえ、景って呼んでよ。そっちの方が君に似合うよ」

　僕は言われるがままに、その名前を口にする。

　景。

　眩しく光る蝶の、羽化する光景が浮かぶ。
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